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翻刻の経緯
 一
　
本翻刻は、大正大学附属図書館によって貴重書画像として公開（ホームページ）されている大正大学本源氏物語を、パソコン教室でのリーディングの形式によって授業に取りいれたものである。
 一
　
翻刻は、平成二十年より日本語日本文学コースの授業
｢ 古典文学研究
｣
における
翻刻を基にして、それぞれ巻別の翻刻担当者によって精査したものである。
 一
　
翻刻にあたって 、学修研究のためであるので、変体仮名の字母漢字も並列表記したところに特色がある。
 一
　
当該授業は現在もおこなわれており 翻刻さ たものは順次公開していく。
 
大正大学本源氏物語翻刻凡例
 一
　
本翻刻は、大正大学附属図書館貴重書画像公開（ホームページ）から翻刻し不明瞭なところは原本と照合する方法によ た。
 一
　
翻刻における頁の表記は、検索の便宜を図るため、ホームペー における頁数を使用して、さらにその左右を明記した。
例
   【桐壷】
27右
一
　
翻刻にあたっては、 「変体仮名字母漢字（青色） 」と「平仮名（黒色） 」を並列表記した。
例
　
以徒蓮乃御時尓可女御更衣安末多左不良いつれの御時にか女御更衣あまたさふら
 一
　
附箋によって添付されている場合は、ホームページにしたがい、附箋のみの頁と本文の頁とにわけて翻刻をした。
例
　
附箋（可能安万幾美奈止乃幾可无 ）
（かのあまきみなとのきかんに）
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大
　
場
　　　
朗
魚
　
尾
　
孝
　
久
一
一
　
行間の文字および補入文字は（
　
）にて本文に入れた。
 
例
　
古止丹尓（王）留物者
　　　　　　　　
民部
（少輔イ）
乃
ことにに（わ）る物は
　　
民部
（少輔イ）
の
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一
　
見せ消ちは、そのまま表記して、 「
　　
」取り消し線を伏した。
例
　「
　
かつ
　
」
 一
　
字母漢字は、旧字と略字が混用されているが、翻刻にあたっては通行体表記とした。
例
　「禮」→「礼」
　　　　　
「傳」→「伝」
 一
　
漢字は、旧字体と略 体とが混用されている 、通行体表記とした。
例
　「國」→「国」
　　　　　
「繪」→「絵」
「哥」→「歌」
　　
「佛」→「仏」
「聲」→「声」
 一
　
当て字は、そのまま表記した。
例
　「さか月」 （杯）
　　　　　
「伊与」 （伊予）
 一
　
当翻刻における巻別の担当責任者は、次の通りである。「帚木」
　
首藤
　
卓哉
「空蝉」
　
魚尾
　
和瑛
（魚尾
　
孝久）
          
二
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「帚木」
【帚木】３左光源氏奈乃三古止〳〵志宇以比気多礼太末不光源氏なのみこと〳〵しういひけたれたまふ止可於保可奈留丹以止ゝ閑ゝ類春起己止ゝ毛遠とかおほかなるにいとゝか るすきことゝもを寸恵乃世尓毛幾ゝ徒多部天可呂飛多留名遠也すゑの世にもきゝつたへてかろひたる名をや奈可左武止志乃比給気留可久路部己止遠左部可多利なかさむとしのひ給けるかくろへことをさへかたり川多部希無人乃物以比左可奈左与左累八以止以つたへけむ人の物いひさかなさよさるはいとい多久世遠者ゝ可利満女多地給希留本止奈与比可たく世をはゝかりまめたち給けるほとなよひか尓於可之幾事八奈 伝可多乃ゝ少将尓八王良八礼におかしき事はな てかたのゝ少将にはわらはれ太末飛希无可之末多中将奈止尓毛乃之給之時たまひけんかしまた中将なとにものし給し時者宇知尓乃三左不良 与宇之給天於保以殿尓八はうちにのみさふら ようし給ておほい殿には
【帚木】４右多衣〳〵満可天太末不志乃不乃三多礼屋止宇多可比幾たえ〳〵まかてたまふしのふのみたれやとうたかひき己遊留己止毛安利之可止左之毛安多女起免奈礼多留こゆることもありしかとさしもあためきめなれたる宇知徒希乃春起〳〵之左奈止八己能末之可良奴うちつけのすき〳〵しさなとはこのましからぬ御本无上尓天末礼尓八安奈可知尓比起太可部御ほん上にてまれにはあなかちにひきたかへ心徒久之奈累己止遠御心 於保之止ゝ武累久世心つくしなることを 心 おほしとゝむるくせ奈武安也尓久尓天左流末之幾御布留末比毛なむあやにくにてさるましき御ふるまひも宇知末之里気留 可雨者連万奈起己呂内乃うちましりける か雨はれまなきころ内の御物忌左之徒ゝ幾天以止ゝ奈可井左不良飛太末不遠御物忌さしつゝきていとゝなかゐさふらひたまふを於本止乃尓八於保川可奈久宇良女志久於保志多礼止おほとのにはおほつかなくうらめしくおほしたれと
【帚木】４左与呂徒乃御与曽比奈尓久礼止女川良之起左満尓よろつの御よそひなにくれとめつらしきさまに天宇之以天給川ゝ御武寸己乃君多地堂ゝ己乃てうしいて給つゝ御むすこの君たちたゝこの御止能井所丹宮徒可部遠川止女太末不宮八良乃御とのゐ所に宮つかへをつとめたまふ宮はらの中将八奈可尓志多之久奈礼幾古衣給天安楚中将はなかにしたしくなれきこえ給てあそ飛多八不連遠毛人与利八心屋春久奈礼〳〵之久ひたはふれをも人よりは心やすくなれ〳〵しく布留末比多利右乃於止ゝ能以多者利可之徒幾ふるまひたり右のおとゝのいたはりかしつき給寸見可者此君毛以止物宇久志天寸起可末之幾給すみかは此君もいと物うくしてすきかましき安多人奈利左止尓天毛我可多能志徒良比末者あた人なりさとにても我かたのしつらひまは由久志天君乃出入之給尓宇知川礼幾古衣給川ゝゆくして君の出入し給にうちつれきこえ給つゝ
三
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四
【帚木】５右与留比留可久毛无遠毛安楚比遠毛毛呂止毛丹よるひるかくもんをもあそひをももろともに志天遠左〳〵多地遠久連寸以徒久尓天毛末川者礼してをさ〳〵たちをくれすいつくにてもまつはれ幾古衣太末不本止耳 乃徒可良可之己末利毛衣遠きこえたまふほとに のつからかしこまりもえを可寸心乃中丹於毛不事遠毛閑久之安部須奈武かす心の中におもふ事をもかくしあへすなむ武川礼幾己衣給気留川連〳〵登布利久良之伝むつれきこえ給けるつれ〳〵とふりくらして志女也可奈留与比乃雨尓殿上尓毛遠左〳〵人春しめやかなるよひの雨に殿上にもをさ〳〵人す久奈尓御止乃井所毛連以与利者能止屋可奈留くなに御とのゐ所もれいよりはのとやかなる心知寸留耳於保止 布良地可久天不見止毛奈心ちするにおほと ふらちかくてふみともな止見給徒以天尓知可起美川之奈留色々能可三とみ給ついてにちかきみつしなる色々のかみ
【帚木】５左
　　
奈留布見止毛遠比起以天ゝ中将王利奈久遊なるふみともをひきいてゝ中将わりなくゆ可之閑礼者左利奴部幾寿己之者美世无可多八かしかれはさりぬへきすこしはみせんかたは奈類部幾毛古楚登由類之堂万八祢者曽乃なるへきもこそとゆるしたまはねはその宇知止気天可多八良以多之登於本左礼无己楚うちとけてかたはらいたしとおほされんこそ由可之希礼遠之奈部多累於保可多乃八可寸奈ゆかしけれをしなへたるおほかたのはかすな良祢止保止〳〵丹川気天可起加八之徒ゝ毛美侍らねとほと〳〵につけてかきかはしつゝもみ侍奈无遠乃可志ゝ宇良女之幾於利〳〵末知 本奈なんをのかしゝうらめしきおり まち ほな良武夕暮奈止乃己曽美所八安良女止恵无寸らむ夕暮なとのこそみ所はあらめとゑんす連者也武古止奈久世知仁可久之給部幾奈止者れはやむことなくせちにかくし給へきなとは
【帚木】６右可也宇尓於保曽宇奈留三川之奈登尓宇地遠起かやうにおほそうなるみつしなとにうちをき知良之給部久毛安良寸不可久止利遠起給部可女ちらし給へくもあらすふかくとりをき給へかめ連者古礼八二乃末知乃心屋春起奈留部之加多れはこれは二のまちの心やすきなるへし た者之徒ゝ美留耳与具左満〳〵奈留物止毛己曽侍はしつゝみるによくさま〳〵なる物ともこそ侍気連止天心安天丹楚礼可閑連可奈止止不中尓けれとて心あてにそれかかれかなととふ中に以比安徒留毛阿利毛天者奈礼多留古止越毛思いひあつるもありもてはなれたることをも思与世天宇多可不毛於可之止於本世止己止寸久奈尓天よせてうたかふもおかしとおほせとことすくなにて止可久満幾良八之徒ゝ止利 久之給川楚己仁とかくまきらはしつゝとり くし給つそこに古曽於本久徒止部給良女寸己之美者也左天奈武こそおほくつとへ給らめすこしみはやさてなむ
【帚木】６左
　　
己乃徒之毛心与久比良久部幾止乃給部八御覧之このつしも心よくひらくへきとの給へは御覧し所安良无古曽加多久侍良女奈登幾古衣給徒以所あらんこそかたく侍らめなときこえ給つい天丹女濃己礼八志毛止奈武徒久末之幾八可てに女のこれはしもとなむつくましきはか多久毛安類加那止屋宇〳〵奈無美給部志累多ゝたくもあるかなとやう〳〵なむみ給へしるたゝ宇者部者可利乃奈佐気尓天波之里可起於利うはへはかりのなさけにてはしりかきおり不之乃以良部心衣天宇地之奈止者可利八寸以分尓ふしのいらへ心えてうちしなとはかりはすい分に与呂之幾毛於本可利止美給不連止曽毛満己止丹よろしきもおほかりとみ給ふれとそもまことに曽能可多遠止利以天无衣良飛尓 奈良寸毛流末之そのかたをとりいてんえらひに ならすもるまし幾八以登可多之也我心衣多累事者可利越遠乃可きはいとかたしや我心えたる事はかりををのか
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五
【帚木】７右志ゝ心遠屋利天人遠者於止之女奈止可多八良以しゝ心をやりて人をはおとしめなとかたはらい多起事於保可利於也奈止多地曽比毛天安可女天たき事おほかりおやなとたちそひもてあかめて老左起古毛礼累窓乃宇知奈留本止者多ゝ可多老さきこもれる窓のうちなるほとはた かた可止越幾ゝ徒多部伝心遠宇古可寸己止毛安女利かとをきゝつたへて心をうこかすこともあめり閑多知於可志久宇知於保止起王可屋可尓天末起かたちおかしくうちおほときわかやかにてまき類ゝ己止奈起本登者可奈起寸左比遠毛人るゝことなきほとはかなきすさひをも人末祢尓心遠以累ゝ己止毛安留耳遠乃川可良飛まねに心をいるゝこともあるにをのつからひ止川由部徒気天之出留己止毛阿利美留人遠久とつゆへつけてし出ることもありみる人をく連多留可多遠者以比可久之左 安利奴部幾可多れたるかたをはいひかくしさ ありぬへきかた
【帚木】７左
　　　　　
遠者徒久呂比天末祢比以多寸尓曽礼志可安良をはつくろひてまねひいたすにそれしかあら志登楚良丹以可ゝ八於之者可利思久多左武満己止しとそらにいかゝ おしはかり思くたさむまこと可止美毛天遊久尓美遠止利世奴屋宇八奈久奈無かとみもてゆくにみをとりせぬやうはなくなむ安類部幾止宇女起多留気之幾毛者徒可之気あるへきとうめきたるけしきもはつかしけ奈礼者以止奈部天八安良祢止我毛於本之安者寸留なれはいとなへてはあらねと我もおほしあはする己止也安良无宇知本ゝ恵三天曽乃可多加止毛奈起ことやあらんうちほゝゑみてそのかたかともなき人者安良武也止乃給部者以登左者可利奈良無安人はあらむやとの給へはいとさはかりならむあ多利尓八太連可者寸可佐連与里侍良无止類可多たりにはたれかはすかされより侍らんとるかた奈久久地於之幾ゝ八止以宇奈利止於本遊八可利なくくちおしきゝはというなりとおほゆはか
【帚木】８右
　　
寸久礼多留止者可寸飛止志久己曽侍良女人乃すくれたるとはかすひとしくこそ侍らめ人の志奈多可久武末礼奴連者人尓毛天可之徒可連天しなたかくむまれぬ は人にもてかしつかれて可久類ゝ事於本久志祢无尓楚能気者比古与奈かくるゝ事おほくしねんにそのけはひこよな可留部之中乃志奈尓奈武人乃心〳〵遠乃可志ゝかるへし中のしなになむ人の心〳〵をのかしゝ能多天堂留於毛武幾毛美衣天王可類部幾己止可多のたてたるおもむきもみえてわかるへきことかた〳〵於本可留部幾志毛乃幾佐三止以不幾八尓奈〳〵おほかるへきしものきさみといふきはにな連者古止尓見ゝ多ゝ寸可之止天以止久万奈気れはことにみゝた すかしとていとくまなけ奈累希之幾奈留毛由可之久天曽乃志奈〳〵也なるけしきなるもゆかしくてそのしな〳〵や以可尓以川連遠三乃志奈尓遠幾天可王久部支いかにいつれを三のしなにをきてかわくへき
【帚木】８左
　　
毛止乃志奈堂可久武万連奈可良身八志川見もとのしなたかくむまれなから身はしつみ久良井三之可久天人気奈起又奈越人乃可无太くらゐみしかくて人けなき又なを人のかんた知女奈止末天奈利乃本利我八可本尓天家農ちめなとまてなりのほり我はかほにて家の中遠可左利人尓於止良志登於毛部累曽能気中をかさり人におとらしとおもへるそのけ知女遠者以可ゝ王久部幾止ゝ飛堂末不程尓左乃ちめをはいかゝわくへきとゝひたまふ程に左の馬乃可三藤式部乃世宇御物忌尓己毛良无 天馬のかみ藤式部のせう御物忌にこもらん て万以連流世乃寸起毛乃尓天毛乃与久以比止本まいれる世のすきものにてものよくいひとほ連累遠中将末地止利天古乃志那〳〵遠王起れるを中将まちとりてこのしな〳〵をわき末部左多女安良楚不以止幾ゝ尓久幾己止於本可利まへさためあらそふいときゝにくきことおほかり
70
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【帚木】９右
　　
奈利乃本礼止毛毛登与利左類部幾春知奈良なりのほれとももとよりさるへきすちなら奴者世乃人能於毛部流己止毛左八以部止奈越古止ぬは世の人のおもへることもさはいへとなをこと奈利又毛止八屋武己止奈起寸知奈礼止毛世耳なり又もとはやむことなきすちなれとも世に婦留多川起春久 久時代宇川呂比天於本衣於ふるたつきすく く時代うつろひておほえお止呂部奴連者心者古ゝ呂止之天己止多良寸王とろへぬれは心はこゝろとしてことたらすわ路飛多留己止ゝ毛以天久流王左奈女礼者と 〳〵ろひたることゝもいてくるわさなめれは り〳〵尓古止八利伝中乃志那尓楚遠久部幾春里也宇にことはりて中のしなにそをくへきすりやう止以比天人乃国乃 耳可ゝ川良比以止奈見といひて人の国の にかゝつらひいとなみ天志奈左多末利多累中尓毛末多幾佐三〳〵てしなさたまりたる中にもまたきさみ〳〵
【帚木】９左
　　
安利天中乃品能気之宇八安良奴衣利出徒部ありて中の品のけしうはあらぬえり出つへ幾己呂本比奈利奈万〳〵濃可无多知女与利きころほひなりなま〳〵 かんたちめより毛飛左无幾乃四位止毛乃世乃於本衣久知遠之もひさんきの四位ともの世のおほえくちをし可良須毛止能祢左之以屋之可良奴可屋春良可尓身からすもとのねさしいやしからぬかやすらかに身遠毛天奈之布留末比多留以登可八良加奈利也をもてなしふるまひたるいとかはらかなりや家乃宇地尓多衣奴事奈止者多奈可女累末ゝ尓家のうちにたえぬ事なとはたなかめるまゝに者不可寸末者由幾末天毛手可之徒気留武寸女はふかすまはゆきまてもてかしつけるむすめ止乃於止之女可多久於比以徒留毛安末多安類部之とのおとしめかたくおひいつるもあまたあるへし宮徒可部丹出多知天思可気奴左以者井止利井川留宮つかへに出たちて思かけぬさいはゐとりいつる
【帚木】
10右
　　
太女之止毛於本可留閑之奈止以部者春部天仁幾八ゝためしともおほかるかしなといへはすへてにきはゝ之幾尓与留部幾奈武奈利止天王良飛給遠古しきによるへきなむなりとてわらひ給をこ人乃以者无屋宇尓心衣寸於本世良類ゝ止中将人のいはんやうに心えすおほせらるゝと中将尓久武毛止乃志那時世乃於本衣宇地安比也武にくむもとのしな時世のおほえうちあひやむ己止奈起安多利乃宇知〳〵能毛天奈之気八比ことなきあたりのうち〳〵 もてなしけはひ遠久礼多良无八左良尓毛以者寸奈尓遠之天可久をくれたらんはさらにもいはすなにをしてかく於比出介无止以不可比奈久於本由部之宇知おひ出けんといふかひなくおほゆへしうち安比天春久礼多良无毛己止八利古連己曽あひてすくれたらんもことはりこれこそ八左留部幾己止ゝ於保衣天女川 可奈留己止ゝ心毛はさるへきことゝおほえてめつ かなることゝ心も
【帚木】
10左
　　
於止呂久末之奈尓可之可於与不部幾保止奈良祢おとろくましなにかしかおよふへきほとならね者可見可加美八宇知遠起侍奴左天世尓安利止人尓はかみかかみはうちをき侍ぬさて世にありと人に志良礼春左比之久安者礼多良無武久良乃しられすさひしくあはれたらむむくらの可登尓思能外尓良宇堂気奈良无人乃止地良かとに思の外にらうたけならん人のとちら連多良无古曽閑幾利奈久女川良志久八於本衣女れたらんこそかきりなくめつらしくはおほえめ以可天者多可ゝ利希武止於毛不与 太可部流事奈武いかてはたかゝりけむとおもふよ たかへる事なむ安屋志久心止末留王左奈留知 乃止之於以物あやしく心とまるわさなるち のとしおい物武徒可之気尓布止利寸起世宇止乃可本尓久遣むつかしけにふとりすきせうとのかほにくけ尓思屋利己止奈留事奈起祢也能中尓以止に思やりことなる事なきねやの中にいと
六
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七
【帚木】
11右
　　
以多久思安可利者可奈久志出多留己止王左毛遊部奈可良寸いたく思あかりはかなくし出たることわさもゆへなからす美衣多良武可多加止丹天毛以可ゝ思乃本可尓於可之みえたらむかた とにてもいかゝ思のほかにおかし可良左良无春久礼天幾寸奈起可多能衣 比尓己曽からさらんすくれてきすなきかたのえらひにこそ於与者佐良女左類可多耳天 起可多 物遠八止天およはさらめさるかたにて きかた 物をはとて式部遠美屋連者我以毛宇止ゝ毛能与呂之幾ゝ式部をみやれは我いもうとゝものよろしきゝ古衣安累遠於毛比天乃給尓也止也心宇覧物毛こえあるをおもひての給にやとや心う覧物も以者寸以天也可三乃志那止 不尓多丹可多気奈留いはすいてやかみのしなと ふにたにかたけなる世遠登君八於本寸部之志呂幾御楚止毛能奈与ゝ世をと君はおほすへししろき御そとものなよゝ可奈累丹奈越之者可利遠志止希奈久幾奈之かなるになをしはかりをしとけなくきなし
【帚木】
11左
　　
給天比毛奈止毛宇地寸天ゝ曽比不之給部累御給てひもなともうちすてゝそひふし給へる御本可計以止女天多具女尓天美多天末川良万本之ほかけいとめてたく女にてみたてまつらまほし古乃御多女尓波可三可上遠衣利出天毛猶安久満この御ためにはかみか上をえり出ても猶あくま志久美衣給左万〳〵乃人乃宇遍止毛遠可多利安八世しくみえ給さま〳〵の人のうへともをかたりあはせ徒ゝ於保可多能世尓川気天美留尓八止可奈起毛我物つゝおほかたの世につけてみるにはとかなきも我物止宇知堂乃武部幾遠衣良八无尓於保可留中尓毛とうちたのむへきをえらはんにおほかる中にも衣奈無思左多武末志閑利計留遠乃古能於本也えなむ思さたむましかりけるをのこのおほや希尓徒可不末川利者可〳〵之起世乃可多女止奈留部幾けにつかふまつりはか〳〵しき世のかためとなるへき毛満己止乃宇川八物止奈留部幾遠止利以多左无尓八もまことのうつは物となるへきをとりいたさんには
【帚木】
12右
　　
可多可累部之可之左礼止可之古之止天毛飛止利不多利かたかるへしかしされとかしこしとてもひとりふたり世能中遠末川利己知志類 幾奈良祢者可三八志毛尓世の中をまつりこちし きならねはかみはしもに多寸希良連志毛八可見尓奈比幾天己止日呂 尓たすけられしもはかみになひきてことひろ に由徒呂不良无世者起家乃宇地乃安類之止寸部ゆつろふらんせはき家のうちのあるしとすへ人比止利遠思女久良寸尓多良八天安之可留部幾大事人ひとりを思めくらすにたらはてあしかるへき大事止毛奈武可多〳〵於本可留止安礼者可ゝ利安不左幾累ともなむかた〳〵おほかるとあれはかゝりあふさきる左尓天奈乃女尓左天毛安利奴部幾人能寸久奈起遠さにてなのめにさてもありぬへき人のすくなきを春起〳〵之幾心乃春左比尓天人乃安利左万遠すき〳〵しき心のすさひにて人のありさまを安末多美安者世無能己乃三奈良祢止飛止部耳あまたみあはせむのこのみならねとひとへに
【帚木】
12左
　　
思左多武部幾与留部止寸者可利丹於奈之久八思さたむへきよるへとすはかりにおなしくは我知可良以利遠志奈越之日起徒久呂不部幾所奈久我ちからいりをしなをしひ つくろふへき所なく心尓可奈不也宇毛也止衣利楚女川留人乃左多末利心にかなふやうもやとえりそめつる人のさたまり可多起奈留部之可奈良須之毛王可於毛不尓可奈八年止かたきなるへしかならすしもわかおもふにかなはねと美曽女徒留契者 利遠寸天可多久思比登末留みそめつる契は りをすてかたく思ひとまる人者物万女也可奈利止美衣左天多毛多類ゝ女乃人は物まめやかなりとみえさてたもたるゝ女の多女毛心尓久ゝ於之者可良類ゝ也左礼止奈尓可世乃ためも心にくゝおしはからるゝ されとなにか世の安利左満遠美多末部安川武留末ゝ丹心尓於与者寸ありさまをみたまへあつむるまゝに心におよはす以止由可之起己止毛奈之也君 地乃可三奈起御いとゆかしきこともなしや君 ちのかみなき御
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八
【帚木】
13右
　　
衣良飛尓八末之天以可者可利乃人可八多久飛給八无えらひにはましていかはかりの人かはたくひ給はん所世久思不給部奴尓太 閑多知幾多奈気奈久所せく思ふ給へぬにた かたちきたなけなく王可屋可奈留保止乃遠能可志ゝ八知利毛徒可之登わかやかなるほとのをのかしゝはちりもつかしと身遠毛天奈之文遠 気止於保止可尓古止衣利身をもてなし文を けとおほとかにことえり遠之春見川起本乃可尓心毛止奈久思八世川ゝをしすみつきほのかに心もとなく思はせつゝ又左也可尓毛美天 可那止春部奈久末多世王川可又さやかにもみて かなとすへなくまたせわつか奈留己恵幾久者可利以比与礼止以幾能之多尓なるこゑきくはかりいひよれといきのしたに比起以連己止春久奈ゝ流可以登与久毛天可久寸ひきいれことすくなゝるかいとよくもてかくす奈利介利奈与比可耳女之止美連者安末利奈なりけりなよひかに女しとみれはあまりな
【帚木】
13左
　　
左気尓比起己女良礼天止利奈世者安太女具さけにひきこめられてとりなせはあためく古礼遠波之女乃奈无止寸部之古止可中尓奈これをはしめのなんとすへしことか中にな乃女奈留末之幾人乃宇之呂三能可多八物乃安者のめなるましき人のうしろみ かたは物のあは連志利春久之者可奈起徒為天乃奈左希安利れしりすくしはかなきつゐてのなさけあり於可之幾尓春ゝ女累可多奈久伝毛与可類部之おかしきにすゝめるかたなくてもよかるへし止美衣多累丹又末女〳〵之起春知遠多天ゝ三ゝとみえたるに又まめ〳〵しきすちをたてゝみ者佐三可知尓比左宇奈起家止宇之能比止部はさみかちにひさうなき家とうしのひとへ尓宇地止気多留宇之路三者可利遠之天安左夕にうちとけたるうしろみはかりをしてあさ夕乃出入尓川希天毛於本屋介王多久 能人乃多ゝの出入につけてもおほや わたく の人のたゝ
【帚木】
14右
　　
寸末比与起安之幾事乃女尓毛見ゝ尓毛止末留すまひよきあしき事のめにもみゝにもとまる安利佐万越宇止起人尓王左止宇地末祢者无也八ありさまをうとき人にわさとうちまねはんやは知可久天美无人能幾ゝ王起思日志類部可良无丹可ちかくてみん人のきゝわき思ひしるへからんにか多利毛安者世八也止宇知毛恵末礼涙毛左之久三たりもあはせはやとうちもゑまれ涙もさしくみ毛之八安也奈起於本也気 良多ゝ志久心比止川もしはあやなきおほやけ らたゝしく心ひとつ丹思安末留古登奈止於本可留遠奈尓ゝ可八幾可に思あまることなとおほかるをなにゝかはきか世武止思部者宇知曽武可礼天人志連奴思日出せむと思へはうちそむかれて人しれぬ思ひ出王良比毛世良礼安波連止毛宇知比止利己多わらひもせられあはれともうちひとりこた類ゝ尓奈尓己止楚奈止安者徒可尓左志安不るゝになにことそなとあはつかにさしあふ
【帚木】
14左
　
幾為多良无八以可ゝ者久地於之可良奴堂ゝ飛多きゐたらんはいかゝはくちおしからぬたゝひた布類丹己女幾天屋八良可奈良无人遠止可久日起ふるにこめきてやはらかならん人をとかくひき徒久呂比天者奈止可見左良无心毛止奈久止毛つくろひてはなとかみさらん心もとなくとも奈越之所安累心地春部之気尓左之武可比天なをし所ある心ちすへしけにさしむかひて三无保止者左天毛良宇多起可多尓徒三遊留之みんほとはさてもらうたきかたにつみゆるし美類部幾遠立者奈礼天左留部幾事遠毛以飛みるへきを立はなれてさるへき事をもいひ屋利於利不之丹志以天無王左乃安多己止尓毛やりおりふしにしいてむわさのあたことにも末女己止尓毛我心止思日宇流己止那久深幾以まめことにも我心と思ひうることなく深きい多利奈可覧者以止久知於之久太能毛之気奈起たりなか覧はいとくちおしくたのもしけなき
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九
【帚木】
15右
　
止可也奈越久類之可良无川祢者寸己之祖八〳〵之具とかやなをくるしからんつねはすこしそは〳〵しく心川起奈幾人乃於利不之尓徒気天出者部寸留也宇心つきなき人のおりふしにつけて出はへするやう毛安利可之奈登久満奈起物以比毛左多女可年もありかしなとくまなき物いひもさためかね天以多久宇地奈気久以万八堂ゝ志那尓毛与良之ていたくうちなけくいまはたゝしなにもよらし閑多知遠者左良尓毛以者之以止久知於之久かたちをはさらにもいはしいとくちおしく祢知希可末之幾於本衣多尓奈久八多ゝ飛止部尓ねちけかましきおほえたになくはたゝひとへに物万女也可尓志徒可奈留心乃於毛武起奈良无与物まめやかにしつかなる心のおもむきならんよ類部遠曽川為乃多乃三所尓八思比遠久部可利るへをそつゐのたのみ所には思ひをくへかり気累安末利乃由部与之心者世宇地曽部多良武けるあまりのゆへよし心はせうちそへたらむ
【帚木】
15左
　
遠者与呂己比尓於毛飛寿己之遠久礼多留方をはよろこひにおもひすこしをくれたる方安良无遠毛安奈可知丹毛止女久者部之宇之路屋あらんをもあなかちにもとめくはへしうしろや春久能止気幾所多尓徒与久者宇八部乃奈佐気すくのとけき所たにつよくはうはへのなさけ者遠乃川可良毛天川希川部 王左遠也衣武尓はをのつからもてつけつへ わさをやえむに物者地之伝恨以不部幾事遠毛美志良奴左満丹物はちして恨いふへき事をもみしらぬさまに志乃飛天宇遍者川礼奈具三左本徒久利心飛しのひてうへはつれなくみさほつくり心ひ止川尓思安末留時者以者武可多奈久寸己起とつに思あまる時はいはむかたなくすこき己乃者安波連奈留歌遠与見遠起志乃者類部幾このはあはれなる歌をよみをきしのはるへき可多三遠止ゝ女天布可幾山左登世者奈礼多累海かたみをとゝめてふかき山さと世はなれたる海
【帚木】
16右
　
川良奈止尓者比可久礼奴可之王良八尓侍之時女房つらなとにはひかくれぬかしわらはに侍し時女房奈登乃物可多利与見之遠幾ゝ天以止安者礼尓可奈之なとの物かたりよみしをきゝていとあはれにかなし久心不可起事可那止涙遠左部奈武於止之侍之く心ふかき事か 涙をさへなむおとし侍し以万於毛不尓八以止可類〳〵志久己止左良飛多累いまおもふにはいとかる〳〵しくことさらひたる己止奈利心佐之婦可ゝ良無於止己遠ゝ幾天美留女ことなり心さしふかゝらむおとこをゝきてみるめ乃末部尓川良起 安 止毛人乃心遠三志良奴のまへにつらき あ とも人の心をみしらぬ屋宇尓ゝ気可久連天人遠万止八之心遠美武止やうにゝけかくれて人をまとはし心をみむと寸累保止尓奈可起世乃物思尓奈留以止安地幾するほとになかき世の物思になるいとあちき奈起事也心不可之也奈 本女多天良礼天なき事也心ふかしやな ほめたてられて
【帚木】
16左
　
安者連春ゝ美奴礼者屋可天尼尓奈利奴可之於毛比あはれすゝみぬれはやかて尼になりぬかしおもひ堂徒保止者以登心寸女流也宇尓天与尓 部利三たつほとはいと心すめるやうにてよに へりみ寸部久毛思部良須以天安奈可奈之閑久八多於本之すへくも思へらすいてあなかなしかくはたおほし奈利尓計留与奈止也宇耳安比志礼留人幾止なりにけるよなとやうにあひしれる人きと布良比飛多寸良尓宇之止毛思者那連奴於止己ふらひひたすらにうしとも思はなれぬおとこ幾ゝ徒気天涙於止世者徒可不人布類己多知きゝつけて涙おとせはつかふ人ふるこたち奈止君乃御心者安波連奈利計累物遠安多良なと君の御心はあはれなりける物をあたら御身遠奈止以不身川可良比多以可見遠可起左久御身をなといふみつからひたいかみをかきさく里天安部奈久心本楚気礼者宇知比曽美奴可之りてあへなく心ほそけれはうちひそみぬかし
74
大正大學研究紀要
　
第九十七輯
一〇
【帚木】
17右
　
志乃不連止涙己本礼奴連者於利〳〵己止尓衣祢无しのふれと涙こほれぬれはおり〳〵ことにえねん之衣寸久屋之幾事毛於保可女累丹仏毛しえすくやしき事もおほかめるに仏も中〳〵心幾多奈 止美給徒部之尓己利仁志 留中〳〵心きたな とみ給つへしにこりにし程与里毛奈満宇可比尓天者可部利天安之幾道尓毛程よりもなまうかひにてはかへりてあしき道にも堂ゝ与比奴部久楚於保遊留多衣奴寸久世安左たゝよひぬへくそおほゆるたえぬすくせあさ可良天尼尓毛奈左天尋止利多良武毛屋可天曽乃からて尼にもなさて尋とりたらむもやかてその思出宇良女之幾不之安良左良无也安之久毛与久思出うらめしきふしあらさらんやあしくもよく毛安比楚飛天止安良无於利毛可ゝ覧幾佐三遠もあひそひてとあらんおりもかゝ覧きさみを毛見春久之多良無中己曽契婦可久哀も見すくしたらむ中こ 契ふかく哀
【帚木】
17左
　
奈良女我毛人毛宇之路女多久心遠可礼志屋八ならめ我も人もうしろめたく心をかれしやは又奈乃女尓宇川呂不可多安良无人遠恨天気志幾又なのめにうつろふかたあらん を恨てけしき者三楚武可無八多於古可末之可里奈武心者宇川はみそむかむはたおこかましかりなむ心はうつ呂不可多阿利止毛見曽女之心佐之以止於之久ろふかたありとも見 めし心さしいとおしく思八ゝ左流可多乃与寸可尓思天 安利奴部幾尓思はゝさるかたのよすかに思て ありぬへきに左也宇奈良無多知呂幾尓多部奴部幾王左奈利さやうならむたちろきにたへぬへきわさなり寸部天与呂徒乃己止奈多 可尓衣无春部幾己止すへてよろつのことなた かにえんすへきこと遠者三之連累左満尓本乃女可之宇良武部可良无をはみしれるさまにほのめかしうらむへからん婦之遠毛尓久可良須可寸女奈 者楚礼尓川希ふしをもにくからすかすめな はそれにつけ
【帚木】
18右
　
天安波連毛万左利奴部之於本久八我心毛美留人可良てあはれもまさりぬへしおほくは我心もみる人から遠左末利毛寸部之 末利武気尓宇地由留部見をさまりもすへし まりむけにうちゆるへ見者奈知多流毛心也春久羅宇多起屋宇奈礼止はなちたるも心やすくらうたきやうなれと遠乃川可良可呂幾可多尓楚於本衣侍可之川奈可奴をのつからかろきかたにそおほえ侍かしつなかぬ舟乃宇起多留多女之毛気尓安也奈之左八侍良奴舟のうきたるためしもけにあやなしさは侍らぬ可登以部者中将宇奈川久左之安多利伝於可之止毛かといへは中将うなつくさしあたりておかしとも安波連止毛心尓以良无人能堂乃毛之希奈起宇あはれとも心にいらん人のたのもしけなきう堂可比安良无己曽大事奈留部希連我心安也末知たかひあらんこそ大事なるへけれ我心あやまち奈久天美寸久左波左之奈越之天毛奈止可見なくてみすくさはさしなをしてもなとか見
【帚木】
18左
　
左良无止於本衣多礼止楚連左之毛安良之止毛可久さらんとおほえたれとそれさしもあらしともかく毛太可不部幾不之安良无遠能止屋可尓美志乃者无与もたかふへきふしあらんをのとやかにみしのはんよ里外尓末寸事阿留末之閑利気利止以飛天我り外にます事あるましかりけりといひて我以毛宇止乃姫君八古乃左多女尓可奈比給部利止於いもうとの姫君はこのさためにかなひ給へりとお毛部者君乃宇地祢不利天古止者末世給八奴遠左宇〳〵もへは君のうちねふりてこと ませ給はぬをさう〳〵志久心屋末之止於毛不武万乃可三物左多女能者可世尓しく心やましとおもふむまのかみ物さためのはかせに奈利天飛ゝ良幾為多利中将八此己止八利遠幾ゝなりてひゝらきゐたり中将は此こと りをきゝ者天无止心尓入伝安部志良比為給部里与呂徒乃はてんと心に入てあへしらひゐ給へ よろつの事尓与曽部天於本世木乃美地乃多久三能与呂事によそへておほせ木のみちのたくみのよろ
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【帚木】
19右
　
徒乃物遠心尓末可世天川久利以多寸毛里无之つの物を心にまかせてつくりいたすもりんし乃毛天安楚飛毛能ゝ曽乃毛乃止安登毛左多末良のもてあそひものゝそのものとあともさたまら奴者曽八徒起左礼者三多類毛気尓可宇毛志川ぬはそはつきされはみたるもけにかうもしつ遍可利気利止時耳川希津ゝ左満遠可部天以末女へかりけりと時につけつゝさまをかへていまめ可之幾仁女宇川利伝於可之幾毛安利大事止之天かしきにめうつりておかしきもあり大事として万己万止尓宇流八 人乃天宇止能可左利止寸留まことにうるはしき人のて とのかさりとする左太末礼留屋宇安留物遠奈無奈久志出留事さたまれるやうある物をなむなくし出る事奈越万己止乃物乃上手者左満古止尓美衣王可なをまことの物の上手はさまことにみえわか連侍留又絵所尓志也宇寸於本可連止春見れ侍る又絵所にしやうすおほかれとすみ
【帚木】
19左
　
可起尓衣良八礼天川幾〳〵尓左良尓於止利満かきにえらはれてつき〳〵にさらにおとりま左留気知女布止之毛美 王可 寿閑ゝ連止人さるけちめふとしもみ わか すかゝれと人乃見於与八奴本宇良以乃山安良海乃以可連累の見およはぬほうらいの山あら海のいかれる魚乃春可多閑良国乃者気之幾介多毛能ゝ可多魚のすかたから国のはけしきけたものゝかた知女尓三衣奴於尓 可本奈登乃於止呂〳〵之久ちめにみえぬおに かほなとのおとろ〳〵しく徒久利多流物者心尓末可世天飛止幾八目於止呂つくりたる物は心にまかせてひときは目お ろ可之天志知尓八仁左良女登左天安利奴部之与乃かしてしちにはにさらめとさてありぬへしよの川祢乃山乃多ゝ春末井水乃奈可礼女尓知可起つねの山のたゝすまゐ水のなかれめにちかき人乃家為安利左満気尓止美衣奈川可之久也八良人の家ゐありさまけにとみえなつかしくやはら
【帚木】
20右
飛多累可多奈止遠志徒可尓可起末世天寸久与可良奴ひたるかたなとをしつかにかきませてすくよからぬ山乃気之幾己不可久与者那連天多ゝ見奈之山のけしきこふかくよはなれてたゝ見なし気知可起万可幾能中遠者楚能心之良以遠幾天けちかきまかきの中をはその心しらいをきて奈止遠奈武上手八以止以幾本比古止丹
( 王
) 尓留物者
なとをなむ上手はいといきほひことに
( わ
) にる物は
於与者奴所於本可女累手遠可起多留尓毛婦可起およはぬ所おほかめる手をかきたるにもふかき己止者奈久天古ゝ可之己乃天无奈可尓波之里可幾ことはなくてこゝかしこのてんなかにはしりかき楚古者可止奈久気之幾者女累八宇地美留尓加そこはかとなくけしきはめるはうちみるにか止〳〵志久気之幾堂知多礼止奈越万己止乃と〳〵しくけしきたちたれとなをまことの寸知遠己末也可尓可起衣多流八宇八部農不天幾衣すちをこまやかにかきえたるはうはへのふてきえ
【帚木】
20左
天見遊連登以万一多比止利奈良部天美連者奈遠て見ゆれといま一たひとりならへてみれはなを志知丹奈武与里気累者可奈起己止太尓可久己しちになむよりけるはかなきこと にかくこ楚侍連末之天人乃心乃止起尓安多利天介之そ侍れまして人の心のときにあたりてけし幾者女良無美留女能奈左気遠者衣堂 武万きはめらむみるめのなさけをはえた むま志久思不多末部天侍留曽乃波之 己止春起〳〵しく思ふたまへて侍るそのはし ことすき〳〵之久止毛申侍良无止天知可久為与礼者君毛女左しくとも申侍らんとてちかくゐよれは君もめさ末之給中将以三 志无志天徒良川恵遠川幾まし給中将いみ しんしてつらつゑをつき天武可比為多末部利法乃師乃世能古止八利止起てむかひゐたまへり法の師の世のことはりとき幾可世无所乃心地寸留毛可川者於可之気礼止可ゝ流きかせん所の心地するもかつはおかしけれとかゝる
一一
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一二
【帚木】
21右
徒為天丹八遠乃〳〵武川己止毛衣志乃比止ゝ女寸奈武つゐてにはをの〳〵むつこともえしのひとゝめすなむ安利気累者也宇末多下臈尓侍之時安者礼止思ありけるはやうまた下臈に侍し時あはれと思人侍幾幾古衣左世川留也宇尓閑多知奈止以止末人侍ききこえさせつるやうにかたちなといとま本尓毛侍良左里之可八王可起保止乃寸起心知尓八
　
ほにも侍らさりしかはわかきほとのすき心ちには古乃人遠止末利尓止 思止ゝ女侍良寿与類部止八この人をとまりにと 思とゝめ侍らすよるへとは於毛比奈可良左宇〳〵志久天止可久満幾礼 之遠おもひなからさう〳〵しくてとかくまきれ しを毛乃衣无之遠以多久志侍志可八心川起奈 以登ものえんしをいたくし侍しかは心つきな い可ゝ良天於以良可奈良末 可八止思徒ゝ安末利以止かゝらておいらかならま かはと思つゝあまりいと遊類之奈久宇多 比侍之毛宇留左久天可久加寸ゆるしなくうた ひ侍しもうるさくてかく す
【帚木】
21左
奈良奴身越美毛八奈多天奈止可久之毛於毛不良无止ならぬ身をみもはなたてなとかくしもおもふらんと心久類之起於利〳〵毛侍天志祢无尓心於左女良心くるしきおり〳〵も侍てしねんに心おさめら流ゝ屋宇尓奈武侍之此女乃安類也宇 登与里るゝやうになむ侍し此女のあるやう とより於毛飛以多良左里気累己止尓毛以可天古 人農おもひいたらさりけることにもいかてこ 人の多女尓八止奈幾天遠以堂之遠久連多 寸知能ためにはとなきてをいたしをくれた すちの心遠毛奈越久知於志久 美衣之止思日者気三川ゝ心をもなをくちおしく みえしと思ひはけみつゝ止尓可久丹川気天物万女也可尓宇之呂三徒遊尓天とにかくにつけて物まめやかにう ろみつゆにて毛心尓太可不己止八奈久毛可那止思部利之保止尓春ゝも心にたかふことはなくもかなと思へりしほとにすゝ女流可多止思之可登止可久丹奈比幾天奈与比由起めるかたと思しかととかくになひきてなよひゆき
【帚木】
22右
見尓久起可多地遠毛己乃人尓三也宇止末連无止八利みにくきかたちをもこの人にみやうとまれんとはり奈久於毛飛徒久呂比宇止起人丹美衣八於毛天不世なくおもひつくろひうとき人にみえはおもてふせ尓也思八礼无止者ゝ閑利波知天見左本尓毛天徒にや思はれんとはゝかりはちてみさほにもてつ気天美奈類ゝ末ゝ丹心毛気之宇八安良寸侍之可止けてみなるゝま に心もけしう あらす侍しかと堂ゝ己能尓久幾可多飛止川奈無心於左女寸侍之たゝこのにくきかたひとつなむ心おさめす侍し曽乃可三思侍之也宇可宇安奈可知尓志多可比於知そのかみ思侍しやうかうあなかちにしたかひおち多流人奈女利以可天己留者可利能王佐之天於止たる人なめりいかてこるはかりのわさしておと志天古乃可多毛寿古之与呂志久毛奈利左可奈幾毛してこのかたもすこしよろしくもなりさかなきも屋女武止思天満古止尓宇之奈止裳思天多やめむと思てまことにうしなとも思てた
【帚木】
22左
　
衣奴部幾気之幾奈良八可者加利我尓志多可不心奈良えぬへきけしきならはかはかり我にしたかふ心なら者思己利奈武止思給天古止左良尓奈佐気奈久は思こりなむと思給てことさらになさけなく川礼奈起左満遠美世天連以乃者良多地衣无寸留つれなきさまをみせてれいのはらたちえんする丹閑久於楚末之久八以三之起契不可久止毛太衣天にかくおそましくはいみしき契ふかくともたえて又見之可起利止於毛者ゝ加久和利奈起物宇多可比又見しかきりとおもはゝかくわりなき物うたかひ八勢与由久左起奈可久美衣无 思八ゝ川良幾己登はせよゆくさきなかくみえん 思はゝつらきこと安利止毛祢无志天奈乃女尓於毛飛奈利伝可ゝ流ありともねんしてなのめにおもひなりてかゝる心多尓宇世奈者以止安者礼止奈武思不部幾人奈三心たにうせなはいとあはれとなむ思ふへき人なみ〳〵尓毛奈利寿己之於止奈比无丹楚部天末多 良〳〵にもなりすこしおとなひんにそへてまた ら
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一三
【帚木】
23右
　
布人奈久安類部幾屋宇奈止可之己久於之部多川留ふ人なくあるへきやうなとかしこくおしへたつる可奈登思給天我多気久以比曽之侍尓寸己之かなと思給て我たけくいひそし侍にすこし宇地王良比天与呂徒尓三多 奈久物気奈起程うちわらひてよろつにみた なく物けなき程遠見春久之天人可寸奈留世毛屋止待可多八以止能を見すくして人かすなる世もやと待かたはいとの止可尓思奈左礼天心屋末 久毛安良寸川良起心とかに思なされて心やま くもあらすつらき心遠志乃飛天思奈越良无於利遠美徒気无止止之をしのひて思なをらんおりをみつけんととし月遠可左祢无安比奈堂乃三八以止久類之久月をかさねんあひなたのみはいとくるしく奈武安類部気礼者可多見尓楚武幾奴部幾なむあるへけれはかたみにそむきぬへき幾佐三尓奈無安流止祢多気仁以不尓者良多ゝきさみになむあるとねたけにいふにはらたゝ
【帚木】
23左
　
志久成天尓久希奈留己止ゝ毛越以比者遣末之しく成てにくけなることゝもをいひはけまし侍尓女毛衣於左女奴春地 天於与比日 川遠侍に女もえおさめぬすち ておよひひ つを日起与勢天久以天侍之遠於止呂〳〵之久可己ひきよせてくいて侍しをおとろ〳〵しくかこ知天可ゝ流幾寸左部徒起奴礼者以与〳〵末之ちてかゝるきすさへつきぬれはいよ〳〵まし良比遠春部幾尓毛安良寸者川可之女給女留徒らひをすへきにもあらすはつかしめ給めるつ可左位以止ゝ志久奈尓ゝ川気天可八人女可武世遠曽かさ位いとゝしくなにゝつけてかは人めかむ世をそ武起奴部幾三奈女利奈登以比於止之天左良波むきぬへきみなめりなといひおとしてさらは気婦己曽八可起利奈女連登己乃於与比遠閑ゝけふこそはかきりなめれとこのおよひをかゝ女天末可天奴めてまかてぬ
【帚木】
24右
　
手遠折天逢三之己止越可楚不連者古礼飛手を折て逢みしことをかそふれはこれひ
止川也八君可宇起不之衣宇良見之奈止以比侍とつやは君かうきふしえうらみしなといひ侍連者左寸可尓宇地奈幾天れはさすかにうちなきて
宇起不之遠心比止川尓加曽部幾天己也君可天うきふしを心ひとつにかそへきてこや君かて
遠王可類部幾於利奈登以比之路飛侍之可止をわかるへきおりなといひしろひ侍しかと満己止尓波可衣類部幾己止ゝ毛思給部寸奈可良まことにはかはるへきことゝも思給へすなから日己呂布留末天世宇曽己毛徒可八左寸安久可礼日ころふるまてせうそこもつかはさすあくかれ末可里安利久尓里无時乃末川利乃天宇可久丹まかりありくにりん時のまつりのてうかくに与不気天以見之宇美楚礼不留与古連可礼 可よふけていみしうみそれふるよこれかれ か
【帚木】
24左
　
安可類ゝ所尓天思女久良世者奈越家知止思あかるゝ所にて思めくらせはなを家ちと思八无可多八又奈可利気利宇地王多利能多飛祢毛はんかたは又なかりけりうちわたりのたひねも春左末之可類部久介之起者女流安多利八曽ゝすさましかるへくけしき めるあたりはそ路左武久也止思不給部良礼之可八以可ゝ於毛部累止ろさむくやと思ふ給へられしかはいかゝおもへると気之幾毛見可天良雪遠宇知者良比徒ゝ万けしきも見かてら雪をうちはらひつゝま可天ゝ奈万人王呂久徒女久八類連登左利止毛かてゝなま人わろくつめくはるれとさりとも古与比日己呂能宇良見八止気奈無止思給部志尓こよひ日ころのうらみはとけなむと思給へしに火本乃可尓可部丹楚武希奈衣多留幾奴止毛乃火ほのかにかへにそむけなえたるきぬともの安川己衣多留於保以奈留己尓宇地可遣天日起あつこえたるおほいなるこにうちかけてひき
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一四
【帚木】
25右
　
安久部幾物乃可多飛良奈止宇知安希天古与飛あくへき物のかたひらなとうちあけてこよひ者可利屋止待気留左満奈利左礼者与登心於はかりやと待けるさまなりされはよと心お己利寸留丹左宇之三八奈之左類部幾女房止毛こりするにさうしみはなしさるへき女房とも者可利止満利天於也乃家尓古乃与左利 武はかりとまりておやの家 このよさり む和多利奴留止己多部侍利衣无奈留歌毛与末寸わたりぬるとこたへ侍りえんなる歌もよます気之幾者女累世宇曽己毛世天以止飛多也己けしきはめるせうそこもせていとひたやこ毛里尓奈左希奈可利志可者安部奈起心知志もりになさけなかりしかはあへなき心ちし左可奈久遊留志奈可利之毛我遠宇止見祢止思さかなくゆるしなかりしも我をうとみねと思可多能心也安利介无止左之毛美給部左利之己止かたの心やありけんとさしもみ給へさりしこと
【帚木】
25左
　
奈礼止心屋末之幾末ゝ尓思侍之丹幾留部幾なれと心やましきまゝに思侍しにきるへき物川祢与里毛心止ゝ女多留色安比之左万以止物つねよりも心とゝめたる色あひしさまいと安良万本之久天左寸可尓我三寸天 無乃知遠あらまほしくてさすかに我みすて むのちを左部奈武思屋利宇之呂三多里之 利止毛太衣天さへなむ思やりうしろみたりし りともたえて思者奈川也宇八安良之登 給天止可久以飛侍思はなつやうはあらしと 給てとかくいひ侍之遠楚武幾毛世寸多川祢末止 左无止毛可久しをそむきもせすたつねまと さんともかく連志乃比須可ゝ也可之閑良寸以良部徒ゝ多ゝ安利之れしのひすかゝやかしからすいらへ ゝた ありし心奈可良者衣奈無美寸久寿末之幾安良堂心なからはえなむみすく ましきあらた女天能止可尓於毛飛奈 八奈武安比美留部幾奈止めてのとかにおもひな なむあひみるへきなと
【帚木】
26右
　
以比之遠左利止毛衣於毛飛者奈礼之止思給部志いひしをさりともえおもひはなれしと思給へし可八志波之古良左无乃心尓天志可安良太女无止毛かはしはしこらさんの心にてしかあらためんとも以者寸以多久徒奈比幾天三世之安比多尓以止いはすいたくつなひきてみせしあひたにいと以多久於毛飛奈気幾天者可奈久 利侍尓之可八いたくおもひなけきてはかなく り侍にしかは多八不礼尓久ゝ奈武於保衣侍之比止部尓宇地たはふれにくゝなむおほえ侍しひとへにうち堂乃三多良无可 左者可利尓天安利奴部久たのみたらんか さはかりにてありぬへく奈無思給部出良類ゝ者可那気安多己止遠毛満なむ思給へ出らるゝはかなきあたことをもま己止乃大事遠毛以比安八世多留尓可比奈可良寸ことの大事をもいひあはせたるにかひなからす多川多姫止以者无尓毛川起奈可良寸七夕乃手たつた姫といはんにもつきなからす七夕の手
【帚木】
26左
　
尓毛於止留万之久楚乃可多毛久之伝宇留左久にもおとるましくそのかたもくしてうるさく奈無侍之止天以登安者礼止思出多利中将なむ侍しとていとあはれと思出たり中将楚能七夕乃多知奴不可多遠乃止女天奈可起契その七夕のたちぬふかたをのとめてなかき契尓曽安衣末之気丹曽乃立田姫乃尓之幾尓にそあえましけにその立田姫のにしきに八又志久物安良之波可奈起者那紅葉止以婦毛は又しく物あらしはかなきはな紅葉といふも於利不之乃色安比川幾奈久波可〳〵志可良奴者川おりふしの色あひつきなくはか〳〵しからぬはつ遊乃者部奈具幾衣奴留王佐奈利左安類尓与利ゆのはへなくきえぬるわさなりさあるにより可多起世曽止八左多女可祢多累曽也止以比者屋之かたき世そとはさためかねたるそやといひはやし給左天末多於奈之比末可利可与比之所八人毛給さてまたおなし比まかりかよひし所は人も
大正大学蔵『源氏物語』翻刻（帚木・空蝉）
79
一五
【帚木】
27右
　
多地万左利心者世万古止尓由部安利止美衣奴部たちまさり心はせまことにゆへありとみえぬへ久宇知与見者之里可起可比ゝ久徒 遠 三奈くうちよみはしりかきかひゝくつ を みな多登〳〵之可良寸三幾ゝ王多利侍幾美留女毛古止たと〳〵しからすみきゝわたり侍きみるめもこと毛奈久侍之可者古乃左可奈物遠宇地止気多留方もなく侍しかはこのさかな物をうちとけたる方尓天時々可久呂部三侍之保止八 与奈久心止末利にて時々かくろへみ侍しほと よなく心とまり侍幾己乃人宇世天乃知以 ゝ八世武安波連奈可良毛侍きこの人うせてのちい ゝはせむあはれなからも春起奴留者加比奈久天志八〳〵満可利奈類 尓八すきぬるはかひなくてしは〳〵まかりなる には寿古之末者由久衣无丹己能末之幾古止八女尓すこしまはゆくえんにこのましきことはめに徒可奴所安累尓宇知堂乃武部 毛美衣寸可連つかぬ所あるにうちたのむへ もみえすかれ
【帚木】
27左
　
〳〵尓乃三美世侍本止尓志乃飛天心可八世留人曽〳〵にのみみせ侍ほとにしのひて心かはせる人そ安利気良之神奈月乃己呂本比月於毛之呂ありけらし神な月のころほひ月おもしろ閑里之夜内与利満可天侍尓安流宇部人幾安飛かりし夜内よりまかて侍にあるうへ人きあ天此車に安比乃利天侍連八大納言能家仁万て此車にあひのりて侍れは大納言の家にま可里止末良武止春類尓己乃人 以不也宇己与比かりとまらむとするにこの人 いふやうこよひ人侍良无屋止奈無安也志久心久類之幾止天此人待らんやとなむあやしく心くるしきとて此女能家八多与起奴三地奈利気礼者 連多流女の家はたよきぬみちなりけれは れたる久徒連与利池乃水可希美衣天月多尓屋止留寸くつれより池の水かけみえて月たにやとるす三可越寸幾无毛左寸可尓天於利侍奴可之毛止与里みかをすきんもさすかにており侍ぬかしもとより
【帚木】
28右
　
左累心遠可八世類尓也阿利気無己乃男以多久さる心をかはせるにやありけむこの男いたく楚ゝ路幾天門知可起羅宇乃寸能己多川物尓志利そゝろきて門ちかきらうのすのこたつ物にしり可気天止波可利月遠美留幾久以止於毛之呂久宇かけてとはかり月をみるきくいとおもしろくう徒呂比王多利天風尓幾本部累毛三知乃三多つろひわたりて風にきほへるもみちのみた連奈止安者礼止気尓美衣堂 布止己呂奈利れなとあはれとけにみえ ふところなり気留布恵止利以天ゝ吹奈良之影毛与之奈登けるふゑとりいてゝ吹ならし影もよしなと徒ゝ志利宇多婦本止尓与久奈留王己无遠志良部止ゝつゝしりうたふほとによくなるわこんをしらへとゝ乃部多利希留宇類八之久可起安八世多里之本止遣のへたりけるうるは くかきあはせたりしほとけ之宇八安良寸可之律濃志良部八女乃物屋八良可尓しうはあらすかし律のしらへは女の物やはらかに
【帚木】
28左
　
可起奈良之天春乃宇知与利幾己衣多累毛以かきならしてすのうちよりきこえたるもい末女幾多留物乃声奈礼者幾与久寿女留月まめきたる物の声なれはきよくすめる月尓於利徒起奈可良寸於止己以多久女天ゝ寸能毛止におりつきなからすおとこいたくめてゝすのもと丹安遊三幾天仁者乃毛三知己曽不三王気多留にあゆみきてにはのもみちこそふみわけたる安登毛奈気礼奈止祢多末寸菊遠折天あともなけれなとねたます菊を折て     己止乃祢毛月毛衣奈良奴屋止奈可良川連奈起
　　
ことのねも月もえならぬやとなからつれなき
人遠飛幾也止女気留王呂可女利奈止以比天以人をひきやとめけるわろかめりなといひてい万一声幾ゝ者也寸部幾人乃安留時手奈能己以給ま一声きゝはやすへき人のある時手なのこい給曽奈止以多久安左礼可久連 女声以多宇徒久呂比天そなといたくあされかくれ 女声いたうつくろひて
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【帚木】
29右
　
木可良志尓吹安八寸女留笛乃祢遠日起止ゝ木からしに吹あはすめる笛のねをひきとゝ
武部幾己止乃波楚奈起止奈満女起可八寸仁丹久ゝむへきことのはそなきとなまめきかはすににくゝ奈留越毛志良天末多左宇能己止越者无之木天宇なるをもしらてまたさうのことをはんしきてう尓志良部天以満女可之久可比日起 留徒万遠にしらへていまめかしくかひひき るつまを可止奈起尓八安良祢止末者由起心知奈武志侍かとなきにはあらねとまはゆき心ちなむし侍之堂ゝ時〳〵宇地可多良婦宮徒可部人奈止能安久したゝ時〳〵うちかたらふ宮つかへ人なとのあく末天左礼者三春起多留八左天毛美留閑幾利八まてされはみすき るはさてもみるかきりは於可之久毛安利奴部之時〳〵尓天毛左累所尓天王おかしくもありぬへし時〳〵にてもさる所にてわ春礼奴与寸可止思給部武丹八多乃毛 気奈久すれぬよすかと思給へむにはたのも けなく
【帚木】
29左
　
左之寸久飛多利止心遠可連帝曽乃与能己止仁さしすくひたりと心をかれてそのよのことに己止川希天己曽満可里堂衣丹之可古濃不多川能己止ことつけてこそまかりたえにしかこのふたつのこと遠思給部安八寸留尓王可起時乃心尓多尓奈越を思給へあはするにわかき時の心にたになを左也宇耳毛天出多累事八以止安屋志久多能毛之さやうにもて出たる事はいとあやしくたのもし気奈久於本衣侍幾以万与利乃地八末之天左乃三けなくおほえ侍きいまよりのちはましてさのみ奈無思給部良類部幾御心乃末ゝ尓於良八於知奴なむ思給へらるへき御心のまゝにおらはおちぬ部幾者起乃川遊日呂八ゝ幾衣奈武止美由留太末へきはきのつゆひろはゝきえなむとみゆるたま佐ゝ乃宇遍能安良連奈止 衣无尓安部可奈留寸起さゝのうへのあられなと えんにあへかなるすき〳〵志左乃三己楚於可志久於保左類良女以万左利〳〵しさのみこそおかしくおほさるらめいまさり
【帚木】
30右
　　
止毛七止勢安末利可本止尓於本之志利侍奈无奈尓とも七とせあまりかほとにおほししり侍なんなに可之可以也之幾以左女尓天寸起多八女良无女尓八かしかいやしきいさめにてすきたはめらん女には心遠可世太末部安屋末知天三无人乃可多久那奈累心をかせたまへあやまちてみん人のかたくななる名遠毛多天徒部幾物也止以 之武中将連以乃名をもたてつへき物也とい しむ中将れいの宇奈川久君寿己之可多恵三天左留古止ゝ八於保うなつく君すこしかたゑみてさることゝはおほ春部可女利以徒可多尓川希天毛人王呂久者之太すへかめりいつかたにつけても人わろくはした奈可利気留美物可多利可奈止天宇地王良比於者なかりけるみ物かたりかなとてうちわらひおは左宇寸中将奈尓可之八志礼毛能ゝ物可多利遠世武止さうす中将なにかしはしれものゝ かたりをせむと天以止之乃飛天見楚女多里之人乃左天毛三ていとしのひて見そめたりし人のさてもみ
【帚木】
30左
　
徒部可利之気八比奈利之可八奈可良不部幾物止之毛つへかりしけはひなりしかはなからふへき物としも於毛比太末部左里之 登奈礼由久末ゝ尓安 礼止おもひたまへさりし となれゆくまゝにあ れと於本衣之可者堂恵〳〵和寸礼奴物尓思給部之遠おほえしかはたえ〳〵わすれぬ物に思給へしを左者可利仁奈連者宇地多能女累気之幾毛美衣幾さはかりになれはうちたのめるけしきもみえき多乃武丹川気天八宇良女之止於毛不己止毛安良无止たのむにつけてはうらめしとおもふこともあらんと心奈可良於保遊留於利〳〵毛侍之遠見之良奴也宇心なからおほゆるおり〳〵も侍しを見しらぬやう尓天飛佐之幾止多衣遠毛閑宇多末左可奈留人にてひさしきとたえをもかうたまさかなる人止毛於毛比多良寸堂ゝ朝夕尓毛天川希太良无ともおもひたらすたゝ朝夕にもてつけたらん安利左満尓美衣天心久類之可利之可八多乃女王多留ありさまにみえて心くるしかりしかはたのめわたる
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【帚木】
31右
　
己止奈止毛安利幾加之於屋毛奈久以止心本曽希ことなともありきかしおやもなくいと心ほそけ尓天左良波己乃人己曽八登古止尓不礼天於にてさらはこの人こそはとことにふれてお遍留左万毛良宇堂気奈利幾可宇乃止希起へるさまもらうたけなりきかうのとけき尓遠多志久帝飛左之久満可 左里之比己能三にをたしくてひさしく か さりし比このみ多末不累王多利与利奈左気奈久宇多天安流たまふるわたりよりなさけなくうたてある己止越奈無左留太与利安利天可寸女以八世多利介留ことをなむさる よりありてかすめいはせたりける乃知尓己曽幾ゝ侍之可左累宇起己止也 良无止毛のちにこそきゝ侍しかさるうきことや らんとも志良寸心尓八王寸連須奈可良世宇楚己奈止毛しらす心にはわすれすなからせうそこなとも世天飛左之久侍之丹武気 思之本 天心せてひさしく侍 にむけ 思しほ て心
【帚木】
31左
　
本曽可利気礼者遠左奈幾毛乃奈止毛安里之尓ほそかりけれはをさなきものなともありしに於毛飛王川良比帝奈天之古乃花 折天遠おもひわつらひてなてしこの花 折てを己世多利之止天涙久三多利左天楚乃不三能己止葉こせたりしとて涙くみたりさてそのふみのこと葉八登止比太末部者以左也己 奈留己止毛奈可利幾也はととひたまへはいさやこ なることもなかりきや　　
山可徒乃可幾本安留止毛於利〳〵尓安者礼八可
　　
山かつのかきほあるともおり〳〵にあはれはか
気与奈天志古乃川遊於毛比出之末ゝ仁万可利けよなてしこのつゆおもひ出しまゝにまかり堂利之可八連以乃宇良毛奈起物可良以止毛乃於毛飛たりしかはれいのうらもなき物からいとものおもひ可本尓天安礼多留家乃露之気幾越奈可女天虫かほにてあれたる家の露しけきをなかめて虫乃祢尓幾本部累介之幾昔物語女起天於本衣侍之のねにきほへるけしき昔物語めきておほえ侍し
【帚木】
32右
　
左起末之流者那者以徒連止王可年止毛猶止古さきましるはなはいつれとわかねとも猶とこ
夏尓之久物楚奈起屋末止奈天之己遠八左之遠夏にしく物そなきやまとなてしこをはさしを幾天万川知利遠多 奈登於也乃心遠止留きてまつちりをた なとおやの心をとる
宇地八良婦袖毛川遊介起止己奈川尓安良之不幾うちはらふ袖もつゆけきとこなつにあらしふき
曽不秋毛幾仁介利止者可奈気尓以比奈之天末女そふ秋もきにけりとはかなけにいひなしてまめ万女志久宇良見多留左満毛三衣寿涙遠毛良之まめしくうらみたるさまもみえす涙をもらし於止之天毛以止者徒可之久徒ゝ末之気尓末起おとしてもいとはつかしくつゝましけにまき良八之加久志天川良幾遠 思志利介利止美衣无らはしかくしてつらきを 思しりけりとみえん者王利奈久具類之幾物止思日多利之可八心也寸はわりなくくるしき物と思ひたりしかは心やす
【帚木】
32左
　久天又止多衣遠起侍之保止尓跡毛奈久己曽可幾希くて又とたえをき侍しほとに跡もなくこそかきけ知天宇勢尓之可末多世尓安良八者可奈起世 曽左ちてうせにしかまた世にあらははかなき世 そさ寿良不良无安者礼止於毛飛 保止丹王川良八之介尓すらふらんあはれとおもひ ほとにわつらはしけに思末止八寸気之幾見衣末之可八閑久毛安久可良思まとはすけしき見えましか かくもあくから左ゝ良末之古与奈起 多衣遠可寸左累物尓之奈之さゝらましこよなき たえをかすさる物にしなし天奈可久美留屋宇毛侍奈末之可乃奈天之己能良宇てなかくみるやうも侍なましかのなてしこのらう多久侍之可八以可天多川年无止思給布留遠以満丹たく侍しかはいかてたつねんと思給ふるをいまに衣己曽幾ゝ川気侍良祢古連己曽乃給部留者可奈起えこそきゝつけ侍らねこれこその給へるはかなき堂女之奈女礼川連奈久帝徒良之登於毛比希留ためしなめれつれなくてつらしとおもひける
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【帚木】
33右
　
遠毛志良天安者礼多衣左利之毛屋久奈起可多思をもしらてあはれたえさりしもやくなきかた思奈利介利以万屋宇〳〵王寸連由久幾八尓可礼八多なりけりいまやう〳〵わすれゆくきはにかれはた衣之毛於毛飛者 連須於利〳〵人屋利奈良奴えしもおもひは れすおり〳〵人やりならぬ武年己可類ゝ夕毛安良无止於本衣侍己連奈无衣
　　
むねこかるゝ夕もあらんとおほえ侍これなんえ
　　
　　　　　　　　　　　　多毛川末之久堂乃毛之希奈起可多奈利気留左たもつましくたのもしけなきかたなりけるさ連者可乃左可那毛乃毛思以天安累可多八王寸連れはかのさかなものも思いてあるかたはわすれ可多計連登左之安多利伝三无尓八王川良八之久かたけれとさしあたりてみんにはわつらはしく与久世寸八安幾多起己止毛安利奈无屋古止乃年よくせすはあきたきこともありなんやことのね乃春ゝ女利気無可止〳〵之左毛春 多留徒三のすゝめりけむかと〳〵しさもす たるつみ
【帚木】
33左
　
於毛可留部之己乃心毛止奈起毛宇多可比楚不部気連おもかるへしこの心もとなきもうたかひそふへけれ者以徒連止徒為尓思日左多女寸奈利奴留己曽世中はいつれとつゐに思ひさためすなりぬるこそ世中也堂ゝ可久曽止里〳〵丹久良部久類之可留部幾己乃やたゝかくそとり〳〵にくらへくるしかるへきこの左満〳〵能与起閑幾利遠止利久之奈武寸部幾久さま〳〵のよきかきりをとりくしなむすへきく左八比末世奴人八以徒久尓可八安良无吉祥天女遠さはひませぬ人はいつくにかはあらん吉祥天女を思可気无止春礼者本宇希川起久寸之可良无己曽又思かけんとすれはほうけつきくすしからんこそ又王比之可利奴部気連止天美奈王良比奴式部可所尓曽わひしかりぬへけれとてみなわらひぬ式部か所にそ気之幾安累己止八安良无春己之徒ゝ可多利申世登けしきあることはあらんすこしつゝかたり申せと世女良流志毛可下乃中尓八奈天宇己止可幾 女せめらるしもか下の中にはなてうことかき め
【帚木】
34右
　
之所侍良无止以部止頭乃君万女也可尓遠曽志登し所侍らんといへと頭の君まめやかにをそしと世女給部者奈丹己止遠可止利申左武止於毛比 久良せめ給へはなにことをかとり申さむとおもひ くら寸尓末多文章乃生尓侍之時可之 幾女乃太女之すにまた文章の生に侍し時かし き女のためし遠奈无見給部之可濃馬頭乃申給部累屋宇耳於をなん見給へしかの馬頭の申給へるやうにお本也希己止遠毛以比安八世王多久之左満 与尓寿ほやけことをもいひあはせわたくしさま よにす末不部幾心遠幾天遠思日女久良左武可多毛以 利布まふへき心をきてを思ひめくらさむかたもい りふ可久左衣能幾八奈万〳〵乃者可勢者徒可之 寸部帝かくさえのきはなま〳〵のはかせはつかし すへて久知安可寸部久奈武侍良左利之楚礼者安留 世くちあかすへくなむ侍らさりしそれはある乃毛止尓学問奈止之侍止天末可利通之本止尓安留之のもとに学問なとし侍とてまかり通しほとにあるし
【帚木】
34左
　
の武寸女止毛於本可利止幾ゝ給天波可奈起徒為天丹のむすめともおほかりときゝ給てはかなきつゐてに以比与利天侍之遠於也幾ゝ川気天左可月毛天出いひよりて侍しをおやきゝつけてさか月もて出我不多川乃美知宇多不遠幾気止奈無幾己衣己知我ふたつのみちうたふをきけとなむきこえこち侍之可止遠左〳〵宇地止気天毛満可良寸可乃於也乃心侍しかとをさ〳〵うちとけてもまからすかのおやの心遠者ゝ可利天左寸可尓加ゝ川良比侍之保止尓以止安をはゝかりてさすかにかゝつらひ侍しほとにいとあ者礼丹於毛飛宇之呂三祢佐女乃可多良比尓毛身はれにおもひうしろみねさめのかたらひにも身乃左衣徒幾於本也気尓川可不末川留部幾三知〳〵志起のさえつきおほやけにつかふまつるへきみち〳〵しき古止遠ゝ志部天以止幾与気丹世宇曽己不三尓毛可无ことをゝしへていときよけにせうそこふみにもかん奈止以不毛乃可起末世寸武 〳〵志久以比満八之なといふものかきませすむ 〳〵しくいひまはし
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【帚木】
35右
　
侍尓遠乃徒可良衣末可利多衣天曽乃物遠師止之天侍にをのつからえまかりたえてその物を師として奈武王川可奈留己之 連布見徒久累己止奈止なむわつかなるこし れふみつくることなと奈良比侍之可八以末尓楚乃於无八王寸 侍良祢止ならひ侍しかはいまにそのおんはわす 侍らねと奈川可之幾左以之止宇地多乃末无丹無才能人奈満なつかしきさいしとうちたのまんに無才 人なま王呂奈良无布留末井奈止美衣无丹者川可之久奈わろならんふるまゐなとみえんにはつかしくな三衣侍之万以天君多知乃御多女波可〳〵志久志多ゝみえ侍しまいて君たちの御ためはか〳〵しくしたゝ可奈留御宇之呂 八奈尓ゝ可八世左世給八无者可奈かなる御うしろ はなにゝかはせさせ給はんはかな之久知於之止可川三川ゝ毛堂ゝ我心尓川起春久しくちおしとかつみつゝもたゝ我心につきすく世能飛久可多侍女礼者遠乃己之毛奈武志左以奈起せのひくかた侍めれはをのこしもなむしさいなき
【帚木】
35左
　
物八侍女留止申世者乃己利遠以者世无止天左天〳〵物は侍めると申せはのこりをいはせんとてさて〳〵御可之可利気留女可那止寸可以給遠心八衣奈可良おかしかりける女かなとすかい給を心はえなから者那乃和多利於己徒幾天可多利奈寸左天以止飛左之はなのわたりおこつきてかたりなすさていとひさし久満可良左利之丹物 多与 丹立与利 侍連者川年くまからさりしに物 たよ に立より 侍れはつね乃宇地止気為多留加多尓八侍良天心屋末之幾物のうちとけゐたるかたには侍らて心やましき物己之尓天奈武安比天侍利布寸不 尓也止於己こしにてなむあひて侍りふすふ にやとおこ可末之久毛又与起不之奈利止毛思給不流尓己能左かましくも又よきふしなりとも思給ふるにこのさ加之人者多可呂〳〵志起物衣无之春部幾尓毛安良春かし人はたかろ〳〵 き物えんしすへきにもあらす与乃多宇里越於毛飛止利天宇良美左利介利声毛よのたうりをおもひとりてうらみさりけり声も
【帚木】
36右
　
者也利可尓天以婦也宇月比布比也宇於毛起尓多部はやりかにていふやう月比ふひやうおもきにたへ可年天古久祢地乃左宇屋久遠不久志天以止久左起尓かねてこくねちのさうやくをふくしていとくさきに与利奈武衣多以女无給八良奴末 安多利奈良寸止毛よりなむえたいめん給はらぬま あたりならすとも左類部可良無雑事等八宇気給良无止以止安八礼丹さるへからむ雑事らはうけ給らんといとあはれに武部〳〵志久以比侍利以良部尓奈尓止可八多ゝ宇計給むへ〳〵しくいひ侍りいらへになにとかはたゝうけ給奴止天多知出侍尓佐宇〳〵志久也於本衣介无己乃可ぬとてたち出侍にさう〳〵しくやおほえけんこのか宇世奈无時尓立与利太末部止多可也可耳以不遠幾ゝ寸うせなん時に立よりたまへとたかやかにいふをきゝす久左武毛以止於之志者之屋春良不部起尓八多侍良祢くさむもいとおししはしやすらふへきにはた侍らね者気尓楚乃尓本比 部者奈也可尓多知曽部留毛はけにそのにほひ へはなやかにたちそへるも
【帚木】
36左
　
春部奈久帝尓気女越徒可比天すへなくてにけめをつかひて
左ゝ可丹乃布留末比志留起由不暮尓飛留万さゝかにのふるまひしるきゆふ暮にひるま
寸久世登以婦可安也奈左以可奈留己止川希曽也止以 毛すくせといふかあやなさいかなることつ そやとい も者天寿波之里出侍奴留尓於比天はてすはしり出侍ぬるにおひて
安婦己止乃与越之遍多天奴中奈良者飛留末毛あふことのよをしへたてぬ中ならはひるまも
奈尓可末者遊可良末之左寸可尓久知止久奈止者侍なにかまはゆからましさすかにくちとくなとは侍幾止志徒〳〵止申世者君多知安左満之止思天曽良己止きとしつ〳〵と申せは君たちあさましと思てそらこと止天王良飛給以徒古乃左留女可安留部幾於以良可尓とてわらひ給いつこのさる女かあるへきおいらかに於尓止己曽武可比為多 女武久川計幾己止ゝ徒末者おにとこそむかひゐた めむく けきことゝつまは
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【帚木】
37右
　
志起遠志天以者无可多奈之止式部遠安八女尓久三天しきをしていはんかたなしと式部をあはめにくみて寿己之与呂之可良无己止遠申世止世女給部止古礼与利すこしよろしからんことを申せとせめ給へとこれより女川良之幾己止八候奈无也止天於利寸部帝於止己毛めつらしきことは候なんやとておりすへておとこも女毛王呂物者我王徒可尓志礼留可多乃己止越能己女もわろ物は我わ かにしれるかたのことをのこ奈久美世徒久左武止於毛部累己曽以止於之気連なくみせつくさむとおもへるこそいとお けれ三史五経乃三知〳〵志起可多遠安幾良可尓左止利三史五経のみち〳〵しきかたをあきらかにさとり安可左武己曽安以幾也宇奈可良女奈止可八女止以あかさむこそあいきやうなからめなとかは女とい者无可良丹世尓 累己止乃於本也気王多久之尓はんからに世に ることのおほやけわたくしに川気天武希尓志良寸以多良寸志毛安良无王左登つけてむけにしらすいたらすしもあらんわさと
【帚木】
37左
奈良比末祢者寸止毛寿己之毛加止安良武人乃見ゝならひまねはすともすこしもかとあらむ人のみゝ尓毛女尓毛止末留己止志年无丹於保可留部之左累にもめにもとまることし んにおほかるへしさる末ゝ仁八末无奈遠波之里可幾天左留末之幾止地まゝにはまんなをはしりかきてさるま きとち乃女文尓奈可者寸幾天可起春久女多留安奈宇多天の女文になかはすきてかきすくめたるあなうたて此人乃多越屋可奈良末之可八止三衣堂利心知仁八此人のたをやかならましかはとみえたり心ちには左之毛於毛八佐良女登遠乃徒 良己八〳〵志起己恵さしもおもはさらめとをのつ らこは〳〵しきこゑ尓与見奈左礼奈止 徒ゝ古止左 飛多利上﨟乃によみなされなと つゝこと ひたり上﨟の中尓毛於本可留事楚可之歌与武 於毛部累中にもおほかる事そかし歌よむ おもへる人乃屋可天歌尓万川八礼 可之幾布留己止遠毛者のやかて歌にまつはれ かしきふることをもは
【帚木】
38右
　
志免与利止里己三徒ゝ春左末之幾於利〳〵与見しめよりとりこみつゝすさましきおり〳〵よみ可気多留己楚毛能之幾己 奈礼返之瀬祢者奈佐気かけたるこそものしきこ なれ返しせねはなさけ奈之衣世左良无人八者之太奈可良无左留部幾世知恵なしえせさらん人ははしたなからんさるへきせちゑ奈登五月乃世知尓以曽幾万以流安之太奈尓乃なと五月のせちにいそきまいるあしたなにの安也女毛於毛比志徒女良礼奴尓衣奈良奴祢遠日起あやめもおもひしつめられぬにえならぬねをひき可希九日能衣无尓万川可多起詩乃心遠於毛比かけ九日のえんにまつかたき詩の心をおもひ女久良志天以止万奈起於利丹幾久乃露遠可己知めくらしていとまなきおりにきくの露をかこち与世奈止也宇乃川幾奈起以止奈見尓安八世左奈よせなとやうのつきなきいとなみにあはせさな良天毛遠乃川可良気尓乃知尓於毛部者於可之久毛らてもをのつからけにのちにおもへはおかしくも
【帚木】
38左
　
安波連尓毛安部可利気留己止乃曽能於利尓川幾あはれにもあへかりけることのそのおりにつき奈久女尓止末良怒奈止遠ゝ之者 良寸与見以天なくめにとまらぬなとをゝしは らすよみいて堂留中〳〵心遠久連天美遊与呂徒乃己止尓奈止たる中〳〵心をくれてみゆよろつのことになと可者左天毛止於本遊留於利可良止起〳〵思日王かはさてもとおほゆるおりからとき〳〵思ひわ可奴者可利乃心尓天八与之者三奈左気多ゝ左 无かぬはかりの心にてはよしはみなさけたゝさ ん奈武女也寸可留部幾寸部天心丹志連良无己止越毛なむめやすかるへきすへて心にしれらんことをも志良寸可本尓毛天奈之以者末本之可良武己止遠毛しらすかほにもてなしいはまほしからむことをも飛止川不多徒乃不之八寸久春部久 無安部可利希留ひとつふたつのふしはすくすへく むあへかりける止以不尓毛君八人比止利乃御安利左満遠心能中尓といふにも君は人ひとりの御ありさまを心の中に
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【帚木】
39右
　
思徒ゝ希給古連丹多良須又左之寸起多留己止奈久思つゝけ給これにたらす又さしすきたることなく毛能之給天気留可那止安利可多幾尓毛以止ゝ武年ものし給てけるかなとありかたきにもいとゝむね不多可留以徒可多尓与利者川止毛奈久者天〳〵八安也ふたかるいつかたによりはつともなくはて〳〵はあや志幾己止ゝ毛尓奈利天安可之給川可良宇之帝しきことゝもになりてあかし給つからうして気婦八日乃希之幾毛奈越連利可久乃三古毛利左けふは日のけしきもなをれりかくのみこもりさ布良比給毛於保止乃ゝ御心以止於之介礼者満 天ふらひ給もおほとのゝ御心いとおしけれはま て給部里於本可多乃気之幾人乃希八比毛希佐給へりおほかたのけしき人のけはひもけさ屋可耳気太可久三多礼堂留所末志良寿奈越やかにけたかくみたれたる所ましらすなを古連古楚八閑乃人々能寸天 多久止利出之これこそはかの人々のすて たくとり出し
【帚木】
39左
　
末女人尓者多乃末礼奴部介連登於本寸物可良安末まめ人にはたのまれぬへけれとおほす物からあま里宇留王志起御安利左満乃止気可多久者徒可之りうるわしき御ありさまのとけかたくはつかし気尓乃三於毛比志川末利給部累遠左宇〳〵志久天けにのみおもひしつまり給へるをさう〳〵しくて中納言乃君中徒可左奈止也宇乃遠之奈部多良奴中納言の君中つかさなとやうのをしなへたらぬ王可人止毛仁多者不連己止奈止乃給津ゝ安徒左丹わか人ともにたはふれことなとの給つゝあつさに三多礼給部累御安利左万遠美留加比安利みたれ給へる御ありさまをみるかひあり思幾己衣多利於止ゝ毛王多利給天宇知止希給思きこえたりおとゝもわたり給てうちとけ給部連者御木丁遍多天ゝ於八之末之天御物可多利へれは御木丁へたてゝおはしまして御物かたり幾古衣給遠安徒起丹止仁可三太末部八人々王良婦きこえ給をあつきにとにかみたまへは人々わらふ
【帚木】
40右
　　
安奈可万止天気宇楚久仁与利於者寸以止屋春良可あなかまとてけうそくによりおはすいとやすらか奈留御布留末井奈利也久良〳〵奈留保止尓古与比奈なる御ふるまゐなりやくら〳〵なるほとにこよひな可加三宇地与利八不多可利天侍利気利止幾己遊左かかみうちよりはふたかりて侍りけりときこゆさ可之連以者以三給可多奈利介 二条院尓毛於奈かしれいはいみ給 たなりけ 二条院にもおな之寸知尓天以徒久丹可多可部无以止奈屋末之しすちにていつくにかたかへんいとなやまし幾尓止天於本止乃己毛礼利 止安之幾己止奈利きにとておほとのこもれり とあしきことなり止己連可礼幾己遊幾乃可三尓天志多之久徒可宇とこれかれきこゆきのかみにてしたしくつかう末川留人乃中川乃王多利奈留家奈无此己呂水まつる人の中川のわたりなる家なん此ころ水世起入天寸ゝ志起可気丹侍止幾己由以止与可せき入てすゝしきかけに侍ときこゆいとよか
【帚木】
40左
　
奈利奈屋末之幾仁宇之奈可良日起以連徒部可良无なりなやましきにうしなからひきいれつへからん止己呂遠登乃給志乃飛〳〵乃於方多可部所八安末多ところをとの給しのひ〳〵の御方たかへ所はあまた安利奴部気連止比左之久保止部天王多利給部累ありぬへけれとひさしくほとへてわたり給へる丹可多不多気天比起多可部本可左末部登於本左无八にかたふたけてひきたかへほかさまへとおほさんは以止遠之幾奈留部之幾乃守尓於本世己止多末部者いとをしきなるへしきの守におほせことたまへは宇気給奈可良志曽起天伊与乃可三乃朝臣乃家尓うけ給なからしそきて伊与のかみの朝臣の家に徒ゝ志武己止侍天女房 无満可利宇川連累比尓天つゝしむこと侍て女房 んまかりうつれる比にて世者起所丹侍連者奈女計奈留己止也侍良 止志せはき所に侍れはなめけなることや侍ら とし多尓奈気久遠幾ゝ給天楚乃人知可ゝ良无 武たになけくをきゝ給てその人ちかゝらん む
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【帚木】
41右
　
宇連之可留部幾女止越幾旅年八物於曽呂之幾心知うれしかるへき女とをき旅ねは物おそろしき心ち春部幾越堂ゝ曽乃木丁乃宇之路尓 乃多末部者すへきをたゝその木丁のうしろに のたまへ気尓与呂之幾於末之所尓毛止天人者之良世也留けによろしきおまし所にもとて人はしらせやる以止志乃飛天古止左良尓古止〳〵志可良奴所遠止いとしのひてことさらにこと〳〵 からぬ所をと以楚起出多末部者於止ゝ尓毛幾己衣給八寸御止毛いそき出たまへはおとゝにもきこえ給はす御とも尓毛武川末之幾可起利志天於者之末之奴守尓八にもむつましきかきりしておはしましぬ守には可尓止王不連止人 幾ゝ以連寸志无殿乃東かにとわふれと人 きゝいれすしん殿の東毛天者良比安計左世天可里楚女乃御之徒良比もてはらひあけさせてかりそめの御しつらひ志多利水乃心者部奈止左類可多丹於可之久志奈したり水の心はへなとさるかたにおかしくしな
【帚木】
41左
　
之堂利為中家多川柴可起之多世无左以奈止したりゐ中家たつ柴かきしたせんさいなと心止女天宇部多利風春ゝ志久天楚己波可止奈起虫心とめてうへたり風すゝしくてそこはかとなき虫乃声〳〵幾己衣保多留志気久飛万可比天於可の声〳〵きこえほたるしけく飛まかひておか志起本止奈利人〳〵王多殿与里出 泉耳しきほとなり人〳〵わた殿より出 泉に乃曽起為天左気乃武安類之毛左可奈毛止武止のそきゐてさけのむあるしもさかなもとむと古遊留幾乃以曽幾安里久保止君八乃止屋可尓こゆるきのいそきありくほと君はのとやかに奈可女給天可能中乃志奈丹止利以天ゝ以比之なかめ給てかの中のしなにとりいてゝいひし己乃奈見奈良無可之止於本之以徒於毛比安可このなみならむかしとおほしいつおもひあか連流気之幾尓幾ゝ遠起多末部累武春女奈れるけしきにきゝをきたまへるむすめな
【帚木】
42右
　
連者由可之久天見ゝ止ゝ女給部累尓古乃尓之於毛天れはゆかしくてみゝと め給へるにこのにしおもて尓楚人乃気八比寸留幾奴乃遠止奈比者良〳〵止にそ人のけはひするきぬのをとなひはら〳〵と志天王可起声止毛尓久可良寸左 可尓志 比
  し
て
わかき声ともにくからすさすかにしのひて王良比奈止春留気八比古止左良飛多利 宇之わらひなとするけはひこ さらひたりかうし遠安気多利希礼止可三心奈之止武川可利帝於呂をあけたりけれとかみ心なしとむつかりておろ之川礼八火止毛之多累寸起可気左宇之能可三与利しつれは火ともしたるすきかけさうしのかみより毛里多留丹屋遠良与里給天美遊也止於本世止もりたるにやをらより給てみゆやとおほせと飛末之奈気連者志八之幾ゝ給尓此知可幾毛也尓ひましなけれはしはしきゝ給に此ちかきもやに徒止比為多留奈留部 宇地左ゝ女起以不己止ゝつとひゐたるなるへ うちさゝめきいふこと
【帚木】
42左
　
毛越幾ゝ太末部者我御宇部奈類部之以止以多宇もをきゝたまへは我御うへなるへしいといたう万女多地天末多幾仁屋武己止奈起与寸可左多まめたちてまたきにやむことなきよすかさた末利給部累己曽左宇〳〵志可女礼左連止左留部幾まり給へるこそさう〳〵しかめれされとさるへ久満尓八与久己楚可久礼安利幾給奈礼奈止以婦くまにはよくこそかくれありき給なれなといふ尓毛於本寸己止乃三心丹閑ゝ利給部連八万徒武年にもおほすことのみ心にかゝり給へれはまつむね川不連天可也宇乃徒以天尓毛人 以飛毛良左武遠つふれてかやうのついてにも人 いひもらさむを幾ゝ川気多良无時奈止於本衣給己止奈留己登奈希きゝつけたらん時なとおほえ給ことなることなけ連者幾ゝ佐之給徒式部卿乃宮乃姫君尓朝れはきゝさし給つ式部卿の宮の姫君に朝可本多天末川利給之歌奈止遠寸己之本ゝ遊可女天かほたてまつり給し歌なとをすこしほ ゆかめて
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【帚木】
43右
　
可多累毛幾己遊久徒呂幾可万志久歌春之可知かたるもきこゆくつろきかましく歌すしかち尓毛安留可那奈越三遠止利八志奈武可之止於本寸にもあるかななをみをとりはしなむかしとおほす守以天幾天止宇呂可気楚部火安可久加ゝ気奈止守いてきてとうろかけそへ火あかくかゝけなと志帝御久多物者可利万以連利止波利地也宇毛以して御くた物はかりまいれりとはりちやうもい可尓曽八左流可多乃心毛奈久天八女左末之幾安かにそはさるかたの心もなくてはめさましきあ類之奈良无止乃太末部 奈尓与気无止 衣宇るしならんとのたまへ なによけんと えう希給八良寸止閑之己末利天左不良婦者之徒可多け給はらすとかしこまりてさふらふはしつかた乃於末之丹可利奈留屋宇尓天於本止乃己毛礼者のおましにかりなるやうにておほとのこもれは人々毛志川末里奴安類 乃己止毛於可之希人々もしつまりぬある のこともおかしけ
【帚木】
43左
　
尓天阿利和良八奈留殿上乃保止尓御覧之奈礼にてありわらはなる殿上のほとに御覧しなれ多類毛安利伊与乃寸気能古毛安利阿末多安留たるもあり伊与のすけのこもありあまたある中尓以止気八比安天者可丹天十二三者可利奈留毛中にいとけはひあてはかにて十二三はかりなるも安利以徒連可以川礼奈 ゝ比給尓古礼者己衛門乃ありいつれかいつれな ゝひ給にこれはこ衛門の可三能春恵乃子尓天 止可那志久志侍気留遠ゝ左かみのすゑの子にて とかなしくし侍けるを さ奈起本止耳遠久連侍天安祢奈留人乃与寸 尓なきほとにをくれ侍てあねなる人のよす に可久天侍奈利左衣奈登毛川起侍奴部久希之宇八かくて侍なりさえなともつき侍ぬへくけしうは侍良奴遠殿上奈止毛思給可気奈可良寸可〳〵志宇八侍らぬを殿上なとも思給かけなからすか〳〵しうは衣末之良比侍良左女累止申安波連乃古止也えましらひ侍らさめると申あはれのことや
【帚木】
44右
　
己乃安祢君也末宇止乃後能於也左奈无侍止申寸尓このあね君やまうとの後のおやさなん侍と申すに尓気奈起於也遠毛満宇希多利計留可那宇部尓毛にけなきおやをもまうけたりけるかなうへにも幾己之女之遠幾天宮徒可部丹以多之多天无止きこしめしをきて宮つかへにいたしたてんと毛良志楚宇世之以可尓奈利尓気无止以徒曽也もらしそうせしいかになりにけんといつそや乃給八世之世己曽左太女奈幾物奈礼止以止於与寸の給はせし こそさためなき物なれといとおよす気乃給布以丹可久天毛能 侍也世中止以不物けの給ふいにかくてもの 侍也 中といふ物左乃三己曽以末毛昔毛左多末利多累己止侍良奴さのみこそいまも昔もさたまりたること侍らぬ奈可尓毛女乃寸久世八以止宇可比堂留奈武安者なかにも女のすくせはいとうかひたるなむあは連丹侍奈止幾己衣左寸以与 気可之徒久れに侍なときこえさすいよ けかしつく
【帚木】
44左
　
也君止於毛不良无奈以可ゝ八王多久之乃志宇止己曽思や君とおもふらんないかゝはわたくしのしうとこそ思天侍女留遠寸起〳〵之幾己止ゝ奈丹可之与里者て侍めるをすき〳〵しきことゝなにかしよりは志女天宇気比幾侍良寸奈止申左利止毛満宇しめてうけひき侍らすなと申さりともまう堂知乃徒起〳〵 久以万女起多良无丹於呂之たちのつき〳〵 くいまめきたらんにおろし多天无也八加乃寸希八以止与之安利天介之幾たてんやはかのすけはいとよしありてけし者女流遠也奈登物可多利之給徒ゝ以川可多仁曽見はめるをやなと物かたりし給つゝいつかたにそみ奈志毛屋尓於呂之侍奴留遠衣也満 利於利安部なしもやにおろし侍ぬるをえやま りおりあへ左良无止幾己遊恵比春ゝ三天美奈人々寸乃己仁さらんときこゆゑひすゝみてみな人々すのこに布之徒ゝ志川末利奴君八止計天毛祢良連給八寸ふしつゝしつまりぬ君はとけてもねられ給はす
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【帚木】
45右
　
以多川良不之止於保左類ゝ尓御女左免天己乃幾多能いたつらふしとおほさるゝに御めさめてこのきたの左宇之乃安奈多尓人乃気八比春留遠己奈多也可久さうしのあなたに人のけはひするをこなたやかく以婦人濃可久礼多留可多奈良无安者礼也止御心止ゝいふ人のかくれたるかたならんあはれやと御心とゝ女天屋遠良於幾天多知幾ゝ給部八安利徒留子乃めてやをらおきてたちきゝ給へはありつる子の声尓天毛能気給八留以川久丹於八之末寸楚止可連声にてものけ給はるいつくにおはしますそとかれ多留己恵乃於可之幾尓天以部八古ゝ尓楚不之多留末たるこゑのおかしきにていへはこゝにそふしたるま良宇登八祢給奴留可以可尓知 ゝ良无止思徒留遠らうとはね給ぬるかいかにち ゝらんと思つるを左礼止気止越可里介利止以婦祢多利気留 乃されとけとをかりけりといふねたりける声の志止希奈起以止与久尓可与比太連者以毛宇止ゝ幾ゝしとけなきいとよくにかよひたれはいもうとゝき
【帚木】
45左
　
給徒飛佐之尓楚於本止乃己毛里奴留遠止耳幾ゝ給つひさしにそおほとのこもりぬるをとにきゝ徒流御安利左満遠三多天末川利徒留気尓 曽女天つる御ありさまをみたてまつりつるけに そめて多可利介礼止美曽可尓以不飛留奈良末之可八乃楚幾たかりけれとみそかにいふひるならましかはのそき天美堂天末川利帝末之止祢不多気尓以比天てみたてまつりてましとねふたけにいひて可保日起以連川留声寸祢多久心止ゝ女天止比幾 可かほひきいれつる声すねたく心とゝめてとひき か志止安地幾奈久於本寸末呂八古ゝ丹祢侍良无安那しとあちきなくお すまろはこゝにね侍らんあな久良止天火可ゝ気奈止春部之女君八堂ゝ古乃くらとて火かゝけなとすへし女君はたゝこの左宇之口寸地可比多留本止尓楚不之多留 幾中将さうし口すちかひたるほとにそふしたる き中将乃君八以徒久尓曽人気止越幾心知之天物於曽呂の君はいつくにそ人けとをき心ちして物おそろ
【帚木】
46右
志止以婦奈礼者奈気之能志毛耳人々不之天以良部しといふなれはなけしのしもに人々ふしていらへ春奈利志毛屋丹由尓於利天堂ゝ以万末以良无止すなりしもやにゆにおりてたゝいままいらんと侍止以不美奈志徒末 多留気八比奈礼者可気可年遠侍といふみなしつま たるけはひなれはかけかねを心三丹安気太末部連者安奈多与利八佐ゝ左利介里心みにあけたまへれはあなたよりはさゝさりけり木丁遠左宇之久知丹八多天ゝ火八本乃久良幾仁木丁をさうしくちにはたてゝ火はほのくらきに三給部者可良飛徒多川物止毛遠ゝ幾多礼者見多利み給へはからひつたつ物ともをゝきたれはみたり可八之幾中遠和気入給帝気八比之徒留所尓かはしき中をわけ入給てけは しつる所に以利給部連者堂ゝ飛止利以止左ゝ屋可尓天不之多利いり給へれはたゝひとりいとさゝやかにてふしたり奈満王川良八之気連止宇部奈留幾奴遠ゝ之屋留なまわつらはしけれとうへなるきぬをゝしやる
【帚木】
46左
末天毛止女徒留人止於毛部利中将女之川連八奈武まてもとめつる人とおもへり中将めしつれはなむ人志連奴於毛飛乃志類之安留心知之天止乃給遠人しれぬおもひのしるしある心ちしてとの給を止毛閑久毛思王可連寸物尓於楚八留ゝ心地之天ともかくも思わかれす物におそはるゝ心地して屋止遠比遊連止可本尓幾奴乃左八利天遠止尓毛やとをひゆれとかほにきぬのさはりてをとにも多天寸宇地川気尓布可ゝ良奴心乃保止ゝ三太末不たてすうちつけにふかゝらぬ心の とゝみたまふ良無古止八里奈礼止止之比於毛飛王多留心能中らむことはりなれととし比おもひわたる心の中毛幾己衣志良世武止天奈无可ゝ流於利遠待出多留毛もきこえしらせむとてなんかゝるおりを待出たるも左良尓安佐久八阿良志登思奈之給部止以止屋八良さらにあさくはあらしと思なし給へといとやはら可丹乃給天於尓神毛安良多徒末之幾気八比かにの給ておに神もあらたつましきけはひ
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【帚木】
47右
連者波之多奈久古ゝ仁人乃止毛衣能ゝ志良寸心知れははしたなくこゝに人のともえのゝしらす心ち八多王飛志久安累末之幾己止ゝ於毛部者安佐末之久はたわひしくあるましきことゝおもへはあさましく人多可部丹己曽侍女連止以不毛以幾能之多奈利幾衣人たかへにこそ侍めれといふもいきのしたなりきえ末止部累気之幾以止心久類之久羅宇太気奈礼者まとへるけしきいと心くるしくらうたけなれは於可之止見給天太可不部久毛安良奴 乃志類部遠思おかしと見給てたかふへくもあらぬ のしるへを思八寸尓毛於本女以給可奈春起可末之幾佐万尓八与はすにもおほめい給かなすきかましきさまにはよ尓見衣多天末川良志於 不己止寸己之幾己遊部幾に見えたてまつらしお ふことすこしきこゆへき楚止天以止知以左也可奈礼者可起以多幾天左宇之そとていとちいさやかなれはかきいたきてさうし乃毛登以天給尓 毛止女川留中将多徒人幾安比のもといて給に もとめつる中将たつ人きあひ
【帚木】
47左
多累屋ゝ止乃給尓安也志久天左久利与里多累尓たるやゝとの給にあやしくてさくりよりたるに曽以美志久尓本比三知天可本尓毛久由利閑ゝ留そいみしくにほひみちてかほにもくゆりかゝる心地春留尓於毛比与利奴安左末之宇古八以可奈留心地するにおもひよりぬあさましうこはいかなる己止楚止思満止八留連止幾己衣无可多奈之奈見ことそと思まとはるれときこえんかたなしなみ奈三乃人奈良八 曽安良ゝ可丹毛日起可奈久良女なみの人ならは そあらゝかにもひきかなくらめ楚礼多尓飛止乃安末多志良无 以可ゝ安良武心それたにひとのあまたしらん いかゝあらむ心左者幾天志多比幾多連止止宇毛奈久天於久奈留さはきてしたひきたれととうもなくておくなる於末之丹入給奴 宇之遠日起多天ゝ安可月尓おましに入給ぬ うしをひきたてゝあか月に御武可部尓物世与止乃給部者女八古乃人乃於毛不良无己止御むかへに物せよとの給へは女はこの人のおもふらんこと
【帚木】
48右
左部志奴者可利王利奈起尓奈可類ゝ末天安世尓成天さへしぬはかりわりなきになかるゝまてあせに成て以止奈也末之気奈留以止於之気礼止連以乃以徒久いとなやましけなるいとおしけれとれいのいつく与利止宇天給己止乃葉丹可安良无安者礼志留者可利よりとうて給ことの葉にかあらんあはれしるはかり奈左計〳〵之具乃給徒久寸部可女礼止奈越以止 佐末なさけ〳〵しくの給つくすへかめれとなをいと さま志起丹宇川ゝ止毛於本衣寸己曽可寸奈良奴身奈可良毛しきにうつゝともおほえすこそかすならぬ身なからも於本之久多之希累御心乃保止毛以可ゝ安佐久八思おほしくたしける御心のほともいかゝあさくは思給部左良无以止閑也宇奈留幾八ゝ幾波止己曽侍奈給へさらんいとかやうなるきはゝ はとこそ侍な連止天可久於之多地太末部累遠不可久 左気奈久れとてかくおしたちたまへるをふかく さけなく宇良女之登於毛比以利多留左満毛気仁以止於志久うらめしとおもひいりたるさまもけにいとおしく
【帚木】
48左
心者徒可之幾気八比奈礼者曽乃幾八〳〵遠末多心はつかしきけはひなれはそのきは〳〵をまた志良奴宇以己止楚也中〳〵遠之奈部多留川良丹於しらぬういことそや中〳〵をしなへたるつらにお毛飛奈之給部累奈武宇多天安利気留遠乃川可良もひなし給へるなむうたてありけるをのつから幾ゝ給屋宇毛安良无安奈可知奈留寸起心八佐良尓きゝ給やうもあらんあなかちなるすき心はさらに奈良八奴遠左留部幾尓也気仁可久 八女良連多天末川ならはぬをさるへきにやけにかく はめられたてまつ類毛古止八里奈留心末止比遠美徒可良毛安也之るもことはりなる心まとひをみつからもあやし幾末天奈武奈止末女多地天与呂徒尓乃給部止以止きまてなむなとまめたちてよろつにの給へといと堂久比奈起御安利左満乃以与〳〵宇地止気幾たくひなき御ありさまのいよ〳〵うちとけき古衣無己止和比之気礼者寸久与可尓心川起奈之止こえむことわひしけれはすくよかに心つきなしと
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二六
【帚木】
49右
者美衣多天末川留止毛左類可多乃以不可比奈起尓天はみえたてまつるともさるかたのいふかひなきにて春久之天无止思天川礼奈久乃三毛天奈之多利人すくしてんと思てつれなくのみもてなしたり人可良乃多越也起多留尓徒与起心遠志為天 八部多からのたをやきたるにつよき心をしゐて はへた連者奈与竹乃心知之天左寸可尓於 部久毛安良れはなよ竹の心ちしてさすかにお へくもあら須満己止耳心屋末之久天安奈可 奈留御心者部遠すまことに心やましくてあなか なる御心はへを以婦可多奈之止於毛比天奈久佐万奈止以止安八礼也いふかたなしと於毛ひてなくさ なといとあはれ也心久類志久八安礼止見左良末之可八久知於之可良心くるしくはあれと見さらましかはくちおしから末之止於本寸奈久佐女可多久宇之 於毛部連者ましとおほすなくさめかたくうし おもへれは奈止可久宇登末之幾物尓志毛於本寸部幾於本衣なとかくうとましき物にしもおほすへきおほえ
【帚木】
49左
奈起左満奈類之毛己曽契安累止八思給者女なきさまなるしもこそ契あるとは思給はめ武気尓世遠於毛飛志良奴屋宇尓於本ゝ連給奈無むけに世をおもひしらぬやうにおほゝれ給なむ以止川良起止宇良見良礼天以登可久宇起身乃保止いとつらきとうらみられていとかくうき身のほと乃左多末良奴安里之奈可良能身尓天可ゝ累御心者部遠のさたまらぬありしなからの身にてかゝる御心はへを見末之可八安類末之幾我多乃三尓天美奈越之給見ましかはあるましき我たのみにてみなをし給乃地世毛也止毛思給部奈久左女 遠以止可宇加利のちせもやとも思給へなくさめ をいとかうかり奈留宇起祢乃保止遠思侍尓多久比奈久思不給なるうきねのほとを思侍にたくひなく思ふ給部末止八類ゝ奈利与之以満者三幾止奈可希楚止天へまとはるゝなりよしいまはみきとなかけそとて於毛部累佐万気仁以 古止八利奈利遠呂可那良寸おもへるさまけにい ことはりなりをろかならす
【帚木】
50右
　　
契奈久左免給古止於保可留部之鳥毛奈幾奴人々契なくさめ給ことおほかるへし鳥もなきぬ人々於起出天以止為幾多奈可利気留夜可那御車日起おき出ていとゐきたなかりける夜かな御車ひき以天与奈止以不奈利守毛出幾天女奈止乃御可多ゝいてよなといふなり守も きて女なとの御かたゝ可部己楚与不可久以楚可世給部幾可八奈登以不君八かへこそよふかくいそかせ給へきかはなといふ君は又可也宇乃徒以天安良無己止毛以止可多之佐之者部又かやうのついてあらむこともいとかたしさしはへ天八以可天可御不三奈止毛閑与者武己止乃以止王利てはいかてか御ふみなともかよはむことのいとわり奈幾越於本寸尓以止武祢以多之於久乃中将毛なきをおほすにいとむねいたしおくの中将も出天以止久類之可連者遊留之給天毛又日起止ゝ女出ていとくるしかれはゆるし給ても又ひきとゝめ給徒ゝ以可天可幾己由部幾与尓志良奴御心乃徒良左給つゝいかてかきこゆへきよにしらぬ御心のつらさ
【帚木】
50左
毛安者礼毛安左可良奴世乃思出八左満〳〵女川良可もあはれもあさからぬ世の思出はさま〳〵めつらか奈類部幾堂免之可那止天宇地奈起給御気之幾以止なるへきためしかなとてうちなき給御けしきいと奈満女起多利鳥毛志者〳〵奈久仁心安八多ゝ志久天なまめきたり鳥もしは〳〵なくに心あはたゝしくて　　
徒連奈起遠恨毛者天奴志能ゝ女尓止利安部奴
     つれなきを恨もはてぬしのゝめにとりあへぬ
末天於止呂可寸良無女身乃安利左満遠於毛不丹まておとろかすらむ女身のありさまをおもふに以止徒起奈久末者由幾心知志天女天多起御毛天いとつきなくまはゆき心ちしてめてたき御もて奈之毛奈尓止毛於本衣須川祢八以止寸久〳〵志久なしもなにともおほえすつねはいとすく〳〵しく心川起奈之止於毛飛安 徒留伊与乃可多能三思心つきなしとおもひあ つる伊与のかたのみ思屋良連天夢尓也三遊良无止空 楚呂志久 ゝやられて夢にやみゆらんと空 そろしく ゝ
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【帚木】
51右
　
末之まし
身乃宇左遠奈気久仁安可天阿久累与八止里身のうさをなけくにあかてあくるよはとり
可左祢天楚音毛奈可礼気留己止ゝ安可久奈礼者左宇かさねてそ音もなかれけることゝあかくなれはさう之久地末天遠久里給宇知毛止 人左八可之介連者しくちまてをくり給うちもと 人さはかしけれは日起多天ゝ王可礼給保止心本曽久遍多川留関乃止三衣ひきたてゝわかれ給ほと心ほそくへたつる関のとみえ堂利御奈越之奈登幾給 南乃 宇良武尓志者之たり御なをしなと 給 南の うらむにしはし宇地奈可女給尓之於毛天乃可宇之以楚幾安気帝うちなかめ給にしおもてのかうしいそきあけて人々乃曽久部可女利春乃己能中乃本止尓多天多留人々のそくへかめりすのこの中のほとにたてたる古左宇之乃可見与里本乃可尓美衣給部累御安利左満こさうしのかみよりほのかにみえ給へる御ありさま
【帚木】
51左
　
遠身尓之武者可利於毛部累寸幾心止毛安女利月八を身にしむはかりおもへるすき心ともあめり月は安利明尓天比可里於左末連類物可良可本気左也可尓あり明にてひかりおさまれる物からかほけさやかに美衣天中〳〵於可之幾安気保乃奈利奈尓心奈起空みえて中〳〵おかしきあけほのなりなに心なき空乃気之幾毛堂ゝ 留人可良衣无尓毛寸己久毛見のけしきもたゝ る人からえんにもすこくも見遊累奈利気利人志礼奴御心尓八以止武祢以多久ゆるなりけり人しれぬ御心にはいとむねいたく古止川天屋良无与寸可多仁奈起遠止可部利三可知丹ことつてやらんよすかたになきをとかへりみかちに天出給奴殿尓可遍利給 毛止見尓毛満止呂末連て出給ぬ殿にかへり給 もとみにもまとろまれ給八寸又安比美留部幾可多奈幾越末之天可乃人乃給はす又あひみるへきかたなきをましてかの人の於毛不良无心乃中遠以可奈良武止心久類之久思屋利おもふらん心の中をいかならむと心くるしく思やり
【帚木】
52右
　
給春久礼多累己止者奈気礼止女也寸久毛天徒介天毛給すくれたることはなけれとめやすくもてつけても安利徒留中乃之那可奈久満奈久見安川女多留人ありつる中のしなかなくまなく見あつめたる人乃以比之己止八気仁止於本之安者世良連介利己乃のいひしことはけにとおほしあはせられけりこの保止八於本止乃尓能三於八之末寸奈越以止可起多衣天ほとはおほとのにのみおはしますなをいとかきたえて於毛不良无己止乃以止於之久御心丹可ゝ利天久類之久おもふらんことのいとおしく御心にかゝりてくるしく於本之王比天幾能可三遠女之多利加乃有之おほしわひてきのかみをめしたりかの有し中納言乃子八衣左世天无也羅宇多計尓美衣 遠中納言の子はえさせてんやらうたけにみえ を身地可久徒可宇人尓世武宇部尓毛王連多天末川良无身ちかくつかう人にせむうへにもわれたてまつらん止乃給部八以止可之己起於保世己止仁侍奈利安祢との給へはいとかしこきおほせことに侍なりあね
【帚木】
52左
　
奈留人丹能給三无止申寸毛武祢川不連天於保世止なる人にの給みんと申すもむねつふれておほせと楚乃安年君八安曽无乃遠止宇止也毛多留左毛侍良そのあね君はあそんのをとうとやもたるさも侍ら春古乃二止世者可里曽可久天物之侍連止於也能遠すこの二とせはかりそかくて物し侍れとおやのを幾天丹多可部利止思奈気幾天心遊可奴也宇尓奈無きてにたかへりと思なけきて心ゆかぬやうになむ幾ゝ給不留安者礼乃己止也与呂之久幾己衣之人きゝ給ふるあはれのことやよろしくきこえし人楚可之満古止尓与之也止乃給部八気之宇八侍良そかしまことによしやとの給へはけしうは侍ら左留部之毛天者奈礼天宇登〳〵志宇侍連八世乃多止さるへしもてはなれてうと〳〵しう侍れは世のたと以尓天武徒連侍良寸止申左 五六日安利天古乃いにてむつれ侍らすと申さ 五六日ありてこの子以天万以礼利己末也可尓於可之止八奈気礼止奈満子いてまいれりこまやかにおかしとはなけれとなま
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【帚木】
53右
　
女起多累佐万志天安天人止美衣多利女之以連天めきたるさましてあて人とみえたりめしいれて以止奈川可之久可多良飛給王良八心知丹以止女天いとなつかしくかたらひ給わらは心ちにいとめて堂久宇礼之止於毛不以毛宇止乃君能己止毛久八之具たくうれしとおもふいもうとの君のこともくはしく止比幾ゝ給左類部幾己止八以良部幾己衣奈 之天とひきゝ給さるへきことはいらへきこえな して者徒可之気尓志徒末利多礼者宇地以天尓久之はつかしけにしつまりたれはうちいてにくし左礼止以止与久以飛之良世給閑ゝ累己止古楚八されといとよくいひしらせ給かゝることこそは止本乃心宇留毛於毛飛乃本可奈礼止遠左那心知尓とほの心うるもおもひのほかなれとをさな心ちに婦可久志毛太止良寸御不三遠 天幾多連者女安佐万ふかくしもたとらす御ふみを てきたれは女あさま志幾仁涙毛以天幾奴此子乃於毛不良无己止毛波之しきに涙もいてきぬ此子のおもふらんこともはし
【帚木】
53左
　
堂奈久天左寸可耳御文遠於毛可久之仁日呂気たなくてさすかに御文をおもかくしにひろけ多利以登於本久帝たりいとおほくて
見之夢遠安不与安利屋止奈気久末尓女左部見し夢をあふよありやとなけくまにめさへ
安者天楚己呂毛部丹気留奴留与奈希礼者奈止女毛あはてそころもへにけるぬるよなけれはなとめも於与者奴御可起佐万毛女毛幾利天心衣奴寸久世およはぬ御かきさまもめもきりて心えぬすくせ宇地楚部利気留身遠思徒ゝ気天不之給部利又うちそへりける身を思つゝけてふし給へり又乃日己君女之多礼者万以累止天御可部利己婦の日こ君めしたれはまいるとて御かへりこふ閑ゝ累御文美留部幾人毛奈 止幾己衣与止乃給部八かゝる御文みるへき人もな ときこえよとの給へは宇知恵三天多可不部久毛乃給八左里之物遠以可ゝ左八うちゑみてたかふへくもの給はさりし物をいかゝさは
【帚木】
54右
　
申左武止以婦丹心屋万志久乃己利奈久乃給八世志申さむといふに心やましくのこりなくの給はせし良世天気類止於毛不耳川良幾己止可起利奈之以天らせてけるとおもふにつらきことかきりなしいて遠与寸気多累己止八以者奴楚与之左八奈万以利をよすけたることはいはぬそよしさはなまいり給曽止武徒可良礼天女寸丹八以可 可八 天万以利奴給そとむつかられてめすにはいか かは てまいりぬ幾乃守寸起心尓此末ゝ母乃有左満遠安多良之起きの守すき心に此まゝ母の有さまをあたらしき物耳思天徒以世宇之安利気八古乃子越毛毛天可之物に思てついせうしありけはこの子をももてかし川起為天安利具君女之与世天昨日末地暮之つきゐてありく君めしよせて昨日まち暮し志遠奈越安飛於毛不末之幾奈女利止衣无之しをなをあひおもふましきなめりとえんし給部八可本宇地安可女天為多利以徒良止乃給丹給へはかほうちあかめてゐたりいつらとの給に
【帚木】
54左
　
志可〳〵登申仁以婦可比奈乃己止也安左満之止天又しか〳〵と申にいふかひなのことやあさましとて又毛給部利安己者 良之奈楚乃伊与乃於幾 与利も給へりあこは らしなその伊与のおき より八左起丹見之人曽左礼止多乃毛之気奈久具飛はさきに見し人そされとたのもしけなくくひ本曽之止天布徒ゝ可奈留宇 呂三満宇計天閑久ほそしとてふつゝかなるう ろみまうけてかく安奈川利給奈女利左里 毛安己八我己尓天遠安礼あなつり給なめりさり もあこは我こにてをあれ与可乃多乃毛之人八由久左起三之可ゝ利奈武登よかのたのもし人はゆくさきみしかゝりなむと乃給部者左毛也安利気无以三 可里気累己止可那の給へはさもやありけんいみ かりけることかな止於毛部累遠於可之止於本寸此子越末川八之給天とおもへるをおかしとおほす此子をまつはし給て宇地丹毛為天万以利奈止之給王 御久之気殿丹うちにもゐてまいりなとし給わ 御くしけ殿に
  二八
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【帚木】
55右
　
乃給天左宇楚久奈止毛世佐世満己止仁於也女幾天の給てさうそくなともせさせまことにおやめきて安徒可比給御文八川祢尓安利左礼 此子毛以止あつかひ給御文はつねにありされ 此子もいと於左奈之心与里保可尓知利毛世者可呂〳〵志起名おさなし心よりほかにちりもせ かろ〳〵しき名左部止利楚部无身乃於本衣遠以止徒起奈可類部久さへとりそへん身のおほえをいとつきなかるへく於毛部者女天多起己止毛我身可良己曽止思天宇地止希おもへはめてたきことも我身からこそと思てうちとけ多累御以良部毛幾己衣須本乃可奈里之御気八比たる御いらへもきこえすほのかなりし御けはひ安利佐万八気尓奈部天尓也八止思以天幾己衣奴尓八ありさまはけになへてにやはと思いてきこえぬには安良祢止於可之幾左満遠美衣多天末川利天毛奈尓ゝあらねとおかしきさまをみえたてまつりてもなにゝ可者奈留部幾奈止思可部春奈利気利君八於保かはなるへきなと思かへすなりけり君はおほ
【帚木】
55左
　
之於古多累時乃末毛奈久心久類志具毛恋之久しおこたる時のまもなく心くるしくも恋しく毛於本之以徒於毛部利之気之幾奈止乃以止於之もおほしいつおもへりしけしきなとのいとおし左毛者類気無可多奈久於本之和多留可流〳〵志久さもはるけむかたなくおほしわたるかる〳〵しく者比満幾礼立与利給八无毛人女志気可良无所丹はひまきれ立より給 んも人めしけからん所に飛无奈起布留末井也安良者礼无人乃太女 以止ひんなきふるまゐやあらはれん人のため いと於志久止於本之王川良婦連以乃宇知仁日可寸部給おしくとおほしわつらふれいのうちにひかすへ給己呂左類部幾可多乃以三末地以天給天丹八可尓ころさるへきかたのいみまちいて給てにはかに末可天給末祢之天美知乃程与利於者之末之多利まかて給まねしてみちの程よりおはしましたり幾乃可三於止呂幾天也利水乃女以本久止可之己末利きのかみおとろきてやり水のめいほくとかしこまり
【帚木】
56右
　
与呂古不己君丹八飛留徒可多与里可久奈無思与礼利止よろこふこ君にはひるつかたよりかくなむ思よれりと乃給知幾礼利安気久連末川八之奈良八之給気礼者の給ちきれりあけくれまつはしならはし給けれは古与比毛万徒女之出多利女毛左流御世宇楚己安利こよひもまつめし出たり女もさる御せうそこあり気累丹於本之太者可利徒良无保止八安佐久志毛思けるにおほしたはかりつらんほとはあさくしも思奈左連祢止左利止天宇地止気人希奈起安利左満なされねとさりとてうちとけ人けなきありさま遠美衣多天末川利天毛安知幾奈久夢乃屋宇尓天をみえたてまつりてもあちきなく夢のやうにて春起尓之奈気幾 又也久者部无止思見多連すきにしなけき 又やくはへんと思みたれ天奈越左天末地川気幾己衣左世无己止乃満者てなをさてまちつけきこえさせんことのまは遊気礼者小君乃出天以奴留本止尓以止気知可希ゆけれは小君の出ていぬるほとにいとけちかけ
【帚木】
56左
　
連者可多八良以多之奈屋末之気礼者志乃比天れはかたはらいたしなやましけれはしのひて宇地多ゝ可世奈止毛世武尓保止者奈連天遠止天うちたゝかせなともせむにほとはなれてをとて王多殿丹中将止以飛之可川本年志多留可久礼尓わた殿に中将といひしかつほねしたるかくれに宇徒呂飛奴左累心之伝人止久志徒女天御世宇うつろひぬさる心して人とくしつめて御せう楚己安連登己君衣多川祢安者寸与呂川乃所そこあれとこ君えたつねあはすよろつの所毛止女安利幾天王多止乃尓王気以利天可良宇もとめありきてわたとのにわけいりてからう志天多止利幾多利以登 左満志久徒良志止思天してたとりきたりいと さましくつらしと思て以可尓可比奈之止於保左武止奈起奴者可利以部者いかにかひなしとおほさむとなきぬはかりいへは閑久気之可良奴心者川 不物可遠左奈起人乃可ゝ留かくけしからぬ心はつ ふ物かをさなき人のかゝる
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三〇
【帚木】
57右
　
己止以比川多婦留八以美志久以武奈留物遠止以比於こといひつたふるはいみしくいむなる物をといひお止之天心知奈也末志気礼者人々左計須遠左部として心ちなやましけれは人々さけすをさへ左世天奈武止幾古衣左世与安 之止多 毛〳〵させてなむときこえさせよあ しとた も〳〵於毛不良无止以飛者奈知天心乃中尓八以止可久志奈おもふらんといひはなちて心の中にはいとかく な左多末利奴留身乃於本衣奈良天春起尓之於也さたまりぬる身のおほえならてすきにしおや御気八比止末礼留故郷奈可良多満左可尓毛末知御けはひとまれる故郷なからたまさかにもまち川希多天末川良八於可之久毛也安良末之志為天思つけたてまつらはおかしくもやあらまししゐて思志良奴可本尓見気徒毛以可尓本止志良奴屋宇仁しらぬかほに見けつもいかにほとしらぬやうに於本寸良無止心奈可良毛武年以多久左寸 思日おほすらむと心なからもむねいたくさす 思ひ
【帚木】
57左
　
見多累止天毛可久天毛以万八以婦可飛奈起寸久世みたるとてもかくてもいまはいふかひなきすくせ奈利気礼者武志无丹心川幾奈久天屋三奈武止なりけれはむしんに心つきなくてやみなむと於毛比者天多利君八以可尓太者可利奈左武止末多遠おもひはてたり君はいかにたはかりなさむとまたを左奈起遠宇之路女多具末地不之給部類尓不与宇さなきをうしろめたくまちふし給へるにふよう奈留与之遠幾古遊連者安左末之久女川良可奈利なるよしをきこゆれはあさましくめつらかなり気流心乃保止遠身毛以止者徒可之久己楚奈里ける心のほとを身もいとはつかしくこそなり奴礼止以止〳〵於之幾御気之幾奈利止者可利ぬれといと〳〵おしき御けしきなりとはかり物毛乃給者寸以堂宇宇女幾天宇之止於本之多利物もの給はすいたううめきてうしとおほしたり
者ゝ木ゝ乃心遠志良天曽能八良乃美知仁安也はゝ木 の心をしらてそのはらのみちにあや
【帚木】
58右
　
奈久末止飛奴留可那幾古衣无可多己楚奈気礼止なくまとひぬるかなきこえんかたこそなけれと乃多末部利女毛左寸可尓末止呂万左利希礼者のたまへり女もさすかにまとろまさりけれは
可寸奈良奴不世屋尓於布留名乃宇佐尓安累かすならぬふせ屋におふる名のうさにある
尓毛安良須幾遊留者ゝ幾ゝ止幾古衣多利小君にもあらすきゆるはゝき ときこえたり小君以止〳〵於之左 祢不多久毛安良天満止比安利久いと〳〵おしさ ねふたくもあらてまとひありく遠人安也之止美留良无止和比給連以乃人々者以を人あやしとみるらんとわひ給れいの人々はい幾多奈起尓日止所者寸ゝ呂丹春左末之久於きたなきにひと所はすゝろにすさましくお本之徒ゝ希良類連登人丹ゝ奴心佐万乃奈越幾衣ほしつゝけらるれと人にゝぬ心さまのなをきえ須多地乃本礼利気留毛祢多久可ゝ累尓川希天すたちのほれりけるもねたくかゝるにつけて
【帚木】
58左
　
己楚心毛止万連登可徒者於本之奈可良女佐末之久こそ心もとまれとかつはおほしなからめさましく川良気礼者左八安礼止於本世止佐毛衣於本之者徒つらけれはさはあれとおほせとさもえおほしはつ万志久閑久連多良无所尓奈越以天以希止乃ましくかくれたらん所になをいていけとの太末部止以止武川可之気尓左之己女良連天人たまへといとむつかしけにさしこめられて人安末多侍女連者可之己希尓 幾己由以止於之止あまた侍めれはかしこけに きこゆいとおしと於毛部利与之安己多丹奈寸天楚止乃多末比天おもへりよしあこたになすてそとのたまひて御可多八良尓布世多末部利王可久奈徒可之幾御御かたはらにふせたまへりわかくなつかしき御安利左満遠宇連志久女天多之止於毛飛多礼者ありさまをうれしくめてたしとおもひたれは川礼奈起人与利八中〳〵安者 尓於保左留止楚つれなき人よりは中〳〵あは におほさるとそ
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【帚木】
59右
　
【帚木】
59左
此一冊者延徳第二之暦残蝋中五之候依中書省承國雄芳命難去不顧禿毫之恥令終書写之功則遂校合者也
金紫光禄大夫藤臣花押
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三二
「空蝉」
【空蝉】３左祢良連給者奴末ゝ尓我八加久人尓仁久末礼ねられ給はぬまゝに我はかく人ににくまれ天毛奈羅者奴遠己与比奈武者之女天宇之止世てもならはぬをこよひなむはしめてうしと世遠於毛比志利奴連八者川可之宇天奈可良婦 之をおもひしりぬれははつかしうてなからふ し久己曽於毛比奈利奴礼奈止乃多末部八涙遠くこそおもひなりぬれなとのたまへは涙を佐部己本之天不之堂利以止羅宇堂之登於さへこほしてふしたりいとらうたしとお保寸手左久利乃本曽久知以左起程可三能ほす手さくりのほそくちいさき程かみの以止奈可ゝ羅左里之気者比乃左満尓加与比いとなかゝらさりしけはひの まにかよひ堂留毛思比奈之尓也安者礼奈利安奈可知尓たるも思ひなしにやあはれなりあなかちに閑ゝ徒良比多止利与良武毛人王呂加留部久かゝつらひたとりよらむも人わろかるへく
【空蝉】４右満女也可尓女左満之止於本之安可之川ゝ連以乃まめやかにめさましとおほしあかしつゝれいの屋宇尓毛乃多末比満止者左寸夜不可宇以天やうにものたまひまとはさす夜ふかういて多末部八己乃子八以止遠之久佐宇〳〵之止たまへはこの子はいとをしくさう〳〵しと思不女毛奈三〳〵奈良須加多者良以堂之登思ふ女もなみ〳〵ならすかたはらいたしと於毛不尓御世宇曽己毛堂衣天奈之於保之おもふに御せうそこもたえてなしおほし古利尓介留止思不尓毛屋可天川連奈久天也こりにけると思ふにもやかてつれなくてや見給奈末之可八宇可良満之志井天以止遠之見給なましかはうからまししゐていとをし幾御布留末比堂衣佐良武毛宇多天安留遍き御ふるまひたえさらむもうたてあるへ之与起程尓加久天止知女武止思不物可良しよき程にかくてとちめむと思ふ物から
【空蝉】４左堂ゝ奈良須奈可女加知奈利君八心徒幾奈之たゝならすなかめかちなり君は心つきなし止於保之奈可良加久天八衣也武末之宇御心尓とおほしなからかくてはえやむましう御心に閑ゝ利人王呂久於本之王比天己君尓以登かゝり人わろくおほしわひてこ君にいと徒良宇毛宇礼堂久毛於本遊留尓志井天つらうもうれたくもおほゆるにしゐて於毛比可部世止心尓之毛志多可者寸久類おもひかへせと心にしもした はすくる志幾遠佐利奴部幾於利遠三天多以女无寸しきをさりぬへきおりをみてたいめんす遍久多者可礼止乃多末比王多連波王川へくたはかれとのたまひわたれはわつ羅者之介礼止閑ゝ流可多尓天毛乃多末比らはしけれとかゝるかたにてものたまひ末川者寸八宇礼之宇於保衣介利遠左奈幾心知まつはすはうれしうおほえけりをさなき心ち
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【空蝉】５右尓以可奈良武於利尓止待王多留尓幾能可三にいかならむおりにと待わたるにきのかみ久尓ゝ久堂利奈止志天女止知乃止也可くにゝくたりなとして女とちのとやか奈留夕也見能三知堂止〳〵之希奈留満なる夕やみのみちたと〳〵しけなるま幾礼尓我車尓天以帝堂天末川留己乃己毛きれに我車にていてたてまつるこのこも遠左奈起遠以可奈良武止於保世止左乃三毛をさなきをいかならむとおほせとさの も盈於本之乃止武末之閑利介礼八佐利遣えおほしのとむましかりけれはさりけ奈幾寸可多尓天門奈止佐ゝ奴左起尓止以なきすかたにて門なとさゝぬさきにとい曽幾於者寸人見奴可多与里比幾以連天そきおはす人見ぬかたよりひきいれて於呂之堂天万徒留王良八奈礼者止乃為人奈止おろしたてまつるわらはなれはとのゐ人なと
【空蝉】５左毛己止尓見以連徒以世宇世須心也春之日武もことに見いれついせうせす心やすしひむ加之乃徒末止尓多天〳〵万徒利我者南乃かしのつまとにたて〳〵まつり我は南の寸三乃満与利加宇之堂ゝ幾乃ゝ志利天以利すみのまよりかうしたゝきのゝしりていり奴己多知安良八奈利止以不奈利奈曽可宇安ぬこたちあらはなりといふなりなそかうあ川幾尓己乃可宇之八於呂左礼多留止止部八比留つきにこのかうしはおろされたるととへはひる与里尓之乃御可多能王多良世給天碁宇多よりにしの御かたのわたらせ給て碁うた勢給止以不左天武可比為多良武遠見者也止せ給といふさてむかひゐたらむを見はやと思比天屋遠良安遊三以天ゝ春堂礼乃者左思ひてやをらあゆみいてゝすたれのはさ末尓以利多末比奴己乃以利徒留加宇之者まにいりたまひぬこのいりつるかうしは
【空蝉】６右末多佐ゝ祢八比万三遊留尓与利天尓之左満またさゝねはひまみゆるによりてにしさま尓見止越之給部八己乃幾者尓堂天多留比に見とをし給へはこのきはにたてたるひ屋宇不毛者之乃加多遠之堂ゝ 礼多流尓万やうふもはしのかたをしたゝ れたるにま幾流部幾木丁奈止毛安徒介礼八尓也宇知可計きるへき木丁なともあつけれはにやうちかけ天見以連良留火知可宇止毛之堂利母屋て見いれらる火ちかうともしたり母屋乃奈可者之羅尓曽者女留人也我心加久留止のなかはしらにそはめる人や我心かくると末川女止ゝ免給部八己幾安也乃比止部加左祢まつめとゝめ給へはこきあやのひとへかさね奈女利奈尓ゝ可安良武宇部尓幾天閑之良徒なめりなにゝかあらむうへにきて しらつ幾保曽也可尓知以左起人乃物気奈幾春可多きほそやかにちいさき人の物けなきすかた
【空蝉】６左曽志多留閑本奈止毛佐之武可比堂良武人奈止そしたるかほなともさしむかひたらむ人なと尓毛王左止三遊末之宇毛天奈之堂利天徒にもわさとみゆましうもてなしたりてつ幾也世〳〵止之天以多宇比幾加久之堂女利以末きやせ〳〵としていたうひきかくしためりいま一人八日武可之武幾尓天乃己留所奈久三由志呂一人はひむかしむきにてのこる所なくみゆしろ幾宇寸物乃比止部加左祢不多安比乃己宇知幾きうす物のひとへかさねふたあひのこうちき堂川物奈以可之呂尓幾奈之天紅乃己之日起たつ物ないかしろにきなして紅のこしひき遊部留幾者末天武祢安良者尓者 曽久奈留ゆへるきはまてむねあらはには そくなる毛天奈之奈里以止志呂宇於可之計尓徒不〳〵もてなしなりいとしろうおかしけにつふ〳〵止己部天曽ゝ路可奈留人乃閑之羅徒 比多以とこへてそゝろかなる人のかしらつ ひたい
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三四
【空蝉】７右川幾物安左也可尓末三久知徒幾以止安以幾也宇つき物あさやかにまみくちつきいとあいきやう徒幾者奈也可奈留加多知奈利可三八以止不左也可つきはなやかなるかたちなりかみはいとふさやか尓天奈可久八安良祢止左加利者加多乃本止以止にてなかくはあらねとさかりはかたのほといと幾良計尓寸部天以止祢知計堂留所奈久於きよけにすへていとねちけたる所なくお志計奈留人止見衣堂利武部己曽於也乃世尓しけなる人と見えたりむへこそおやの世に奈久八於毛不良女止於可之久美堂末不心知なくはおもふらめとおかしくみたまふ心ち楚奈越志徒可奈留気越曽部者也止布止三そなをしつかなるけをそへはやとふとみ遊留可止奈幾尓波安留末之己宇知者天ゝゆるかとなきにはあるましこうち てゝ計知左寸王多利心止計尓三衣天幾者〳〵止けちさすわたり心とけにみえてきは〳〵と
【空蝉】７左佐宇止計八於久乃人八以止志徒可尓乃止女天末知さうとけはおくの人はいとしつかにのとめてまち給部也曽己八知尓己曽安良女己能王多利乃給へやそこはちにこそあらめこのわたりの己宇遠己曽奈止以遍止以天己乃堂比八末計こうをこそなといへといてこのたひはまけ尓介利寸見乃止己呂〳〵以天〳〵止遠良比遠にけりすみのところ〳〵いて〳〵とをよひを加ゝ女天止越者多三曽良曽奈止加曽不流左かゝめてとをはたみそよそなとかそふるさ満以与乃遊気多毛堂止〳〵之加留万志宇三まいよのゆけたもたと〳〵しかるましうみ遊寸己之志奈遠久礼堂利多止之部奈久ゝ知ゆすこししなをくれたりたとしへなくゝち於保比天左也可尓毛三世祢止女遠之徒止川遣おほひてさやかにもみせねとめをしつとつけ堂礼八遠乃徒可良楚者女尓三由女寸己之者礼たれはをのつからそはめにみ めすこ はれ
【空蝉】８右堂留心知之天者那ゝ止毛安左也可奈留所奈宇たる心ちしてはなゝともあさやかなる所なう祢比連天尓本八之幾所毛見衣須以比多川ねひれてにほはしき所も見えすいひたつ連八王呂幾尓与礼留加多知遠以止以堂宇毛れはわろきによれるかたちをいといたうも天川希天己乃末左連留人与里八心安良武てつけてこのまされる人よりは心あらむ止女登ゝ女徒部幾左満志堂利尓幾八ゝ志久とめとゝめつへきさましたりにきはゝしく安以幾也宇川幾於可之遣奈留遠以与〳〵本己あいきやうつきおかしけなるをいよ〳〵ほこ里可尓宇知止計天王良比奈止曽本留連八りかにうちとけてわらひなとそほるれは尓本比於保久三衣天佐留加多尓 止於可之にほひおほくみえてさるかたに とおかし人左満奈利安者川介之止八於保之奈可良末女人さまなりあはつけしとはおほしなからまめ
【空蝉】８左奈良怒御心八己礼毛衣於本之者奈徒末之可里ならぬ御心はこれもえおほしはなつましかり介利見多末不可起利乃人八宇知止計多留与けり見たまふかきりの人はうちとけたるよ奈久飛幾徒久呂比曽者女堂留宇者部遠乃なくひきつくろひそはめたるうはへをの見己曽三給部閑久宇知止計多留人乃安利左満みこそみ給へかくうちとけたる人のありさま可以末美奈止八末多志堂万八佐利徒留事かいまみなとはまたしたまはさりつる事奈礼八奈尓心毛奈宇左也可奈留八以止遠之奈なれはなに心もなうさやかなるはいとをしな加良比左之宇見給部末本之幾尓己幾三以天からひさしう見給へまほしきにこき いて久留心知春礼八也遠良以天給奴王多止乃ゝ戸くる心ちすれはやをらいて給ぬわたとのゝ戸具知尓与利為給部利以止加多之遣奈之止思比くちによりゐ給へりいとかたしけなしと思ひ
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【空蝉】９右天連以奈良奴人者部利天衣知可宇毛与利者てれいならぬ人はへりてえちかうもよりは遍良須左天己与比毛也可遍之天武止春流へらすさてこよひもやかへしてむとする以止安左末之宇閑良宇己曽安武介礼止乃給部八いとあさましうからうこそあへけれとの給へ奈止天可安奈多尓可部利侍奈者多八可利侍なとてかあなたにかへり侍なはたはかり侍奈武止幾己遊左毛奈比可之徒部幾介之幾なむときこゆさもなひかしつへきけしき尓己曽安良女王良者奈礼止毛乃ゝ心者部人にこそあらめわらはなれとものゝ心はへ人乃希之幾三川遍久志徒末礼留遠止於保春のけしきみつへくしつまれるをとおほす奈利介利己宇知者天徒留尓也安良武宇知なりけりこうちはてつるにやあらむうち曽与女幾天人〳〵安可流ゝ計者比奈止寸そよめきて人〳〵あかるゝけはひなとす
【空蝉】９左奈利王可幾三八以徒久尓於八之末寸奈良武此なりわかきみはいつくにおはしますならむ此見可宇之八佐之天武止天奈良寸奈利志徒万みかうしはさしてむとてならすなりしつま里奴奈利入天佐良八多者可礼止乃多末不己りぬなり入てさらはたはかれとのたまふこ乃己毛以毛宇止能御心八堂者武所奈久末女のこもいもうとの御心はたはむ所なくまめ多知多連八以比安者世无可多奈久天人春久たちたれはいひあはせんかたなくて人すく奈ゝ良武於利尓以連多天末川良武止於 不なゝらむおりにいれたてまつらむとお ふ成介利幾乃可三乃以毛宇止毛己奈 尓安留可成けりきのかみのいもうともこな にあるか我耳可以末見世左勢与止乃堂末部八以可天我にかいま見せさせよとのたまへはいかて可佐者侍良武加宇之尓八幾知也宇曽部天侍止かさは侍らむかうしにはきちやうそへて侍と
【空蝉】
10右
幾己遊左可之左礼止毛止於可之久於保世止きこゆさかしされともとおかしくおほせと三川止八志良世之以止遠之登於本之天夜不みつとはしらせしいとをしとおほして夜ふ久留事乃心毛止奈左越乃多末不 乃度者くる事の心もとなさをのたまふ の度は徒末止遠多ゝ幾天以流三奈人〳〵志徒末利つまとをたゝきているみな人〳〵しつまり祢尓介利己乃佐宇之久知尓末呂者祢多ねにけりこのさうしくちにまろはねた良武風吹止越世止天堂ゝ三日呂気天不春らむ風吹とをせとてたゝみひろけてふす己堂知日武可之乃比左之尓以止安末多祢こたちひむかしのひさしにいとあまたね堂留部之止者奈知徒留王良者部毛曽奈多たるへしとはなちつるわらはへもそなた尓入天不之奴連八止八可利曽羅祢之天火安可に入てふしぬれはとはかりそらねして火あか
【空蝉】
10左
幾加多尓日也宇婦遠比呂遣天影本乃可奈留尓きかたにひやうふをひろけて影ほのかなるに也遠良以連堂天万徒留以可尓曽於己可満之幾やをらいれたてまつるいかにそおこかましき事毛己曽止於保寸尓以止川ゝ末之介礼止事もこそとおほすにいとつゝましけれと三知比久末ゝ尓毛也乃木丁乃加多飛良みちひくまゝにもやの木丁のかたひら比幾安遣天以止屋者良以利給止春礼止三奈ひきあけていとやはらいり給とすれとみな志徒末礼留夜乃御曽乃遣者比也者良可しつまれる夜の御そのけはひやはらか奈流之毛以止志留加利介利女八左己曽和春なるしもいとしるかりけり女はさこそわす連給不遠宇礼之幾尓於毛比奈世止安屋れ給ふをうれしきにおもひなせとあや志久夢乃也宇奈留事遠心尓者 類ゝしく夢のやうなる事を心には ゝ
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三六
【空蝉】
11右
於利奈起己呂尓天心止計多留以堂尓祢良おりなきころにて心とけたるいたにねら連寸奈武日留八奈可女与留八祢左女可知れすなむひるはなかめよるはねさめかち奈礼八春奈良奴己乃女毛以止奈久 計可之なれは春ならぬこのめもいとなく けかし幾尓碁宇知徒留幾三今夜八己那多尓きに碁うちつるきみ今夜はこなたに止以末女可之久宇知加多良比天祢尓介利といまめかしくうちかたらひてねにけり王可幾人八奈尓心奈久以止与久満止呂三わかき人はなに心なくいとよくまとろみ堂留部之加ゝ流気者比乃以止加宇八之久たるへしかゝるけはひのいとかうはしく宇知尓本不尓可本遠毛多計堂留尓飛止部うちにほふにかほをもたけたるにひとへ宇知可計堂留幾丁乃寸起末尓久良遣うちかけたるき丁のすきまにくらけ
【空蝉】
11左
礼止宇知見之呂幾与留計者比以止志流之れとうちみしろきよるけはひいとしるし安左満志久於保衣天止毛加久毛思王可礼寸也あさましくおほえてともかくも思わかれすや遠良於幾以天ゝ寸ゝ之奈留比止部飛止川遠をらおきいてゝす しなるひとへひとつを幾天春部利以天尓介利君八以利給天堂ゝ飛きてすへりいてにけり君はいり給てた ひ止利不之堂留越心也寸久於保寸遊可能志毛尓とりふしたるを心やすくおほすゆかのしもに二人八可利曽布之堂留幾奴遠ゝ之屋利天二人はかりそふしたるきぬをゝしやりて与利給部留尓安里之遣者比与利八毛乃〳〵より給へるにありしけはひよりはもの〳〵志久於保遊連止於本之毛与良須可之以幾多しくおほゆれとおほしもよらすかしいきた奈起左満奈止楚安也志久加者利天也宇〳〵なきさまなとそあやしくかはりてやう〳〵
【空蝉】
12右
見安良八之給天安左末之久心也末之遣礼止見あらはし給てあさましく心やましけれと人多可部止堂止利天見衣武毛於己可万志久人たかへとたとりて えむもおこかましく安屋之止思不遍之本為乃人遠尋与 武あやしと思ふへしほゐの人を尋よ む毛加八可利乃可留ゝ心安女連八可比奈久於己尓もかはかりのかるゝ心あめれはかひなくおこに己曽於毛者女止於保寸可乃於可之加利徒留こそおもはめとおほすかのおかしかりつる本可計奈良波以可ゝ八世武尓於本之奈留毛王呂ほかけならはいかゝはせむにおほしなるもわろ幾御心安佐ゝ奈女利可之也宇〳〵女左免天以き御心あさゝなめりかしやう〳〵めさめてい登於保衣寸安左末之幾尓安起連多留計とおほえすあさましきにあきれたるけ色尓天奈尓乃心不可久以止遠之幾与宇為毛色にてなにの心ふかくいとをしきようゐも
【空蝉】
12左
奈之世中遠末太於毛比志良奴本止与利者なし世中をまたおもひしらぬほとよりは左礼者美堂留加多尓天安部可尓毛於毛比末止されはみたるかたにてあへかにもおもひまと者寸我止毛志良世之止於毛本 止以可尓はす我ともしらせしとおもほせといかに志天閑ゝ流事曽止乃知尓於毛比女久良してかゝる事そとのちにおもひめくら左武毛我多女尓八古止尓毛安良祢止安能川さむも我ためにはことにもあらねとあのつ良幾人乃安奈可知尓世越徒ゝ武毛左寸可尓らき人のあなかちに世をつゝむもさすかに以止遠之介礼八堂比〳〵乃御可多堂可部尓己止川いとをしけれはたひ〳〵の御かたたかへにことつ希給之左満遠以止与宇以比奈之給不太止良武け給しさまをいとよういひなし給ふたとらむ人八心衣徒部介礼止末太以止王可起心知尓左人は心えつへけれとまたいとわかき心ちにさ
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【空蝉】
13右
己曽佐之過多留屋宇奈礼止衣之毛思王可春こそさし過たるやうなれとえしも思わかす尓久之止八奈介礼止御心止末留部幾遊部毛にくしとはなけれと御心とまるへきゆへも奈起心知之天奈越可乃宇礼堂幾人乃心遠なき心ちしてなをかのうれたき人の心を以三之久於保寸以徒己尓者以末起連天いみしくおほすいつこにはいまきれて可多久奈之止於毛比為多良武可久志宇祢幾かたくなしとおもひゐたらむかくしうねき人八安利加多幾物遠止於保寸尓之毛安也人はありかたき物をとおほすにしもあや尓久尓満幾礼可多久思以天良礼給不己乃人にくにまきれかたく思いてられ給ふこの人乃奈尓心奈久王可也可奈留遣者比毛安者礼奈のなに心なくわかやかなるけはひもあはれな連八左寸可尓奈左計〳〵志久知起利遠可世れはさすかになさけ〳〵しくちきりをかせ
【空蝉】
13左
給不人志利堂留事与里毛加也宇奈留八安八給ふ人しりたる事よりもかやうなるはあは連毛曽不己止ゝ奈武無可之乃人毛以比介留れもそふことゝなむむかしの人もいひける安比於毛比給部与徒ゝ武事奈起尓之毛あひおもひ給へよつゝむ事なきにしも阿良祢八身奈可良心尓毛衣満可寸末之久あらねは身なから心にもえまかすましく奈武安利遣留末多佐留部幾人〳〵毛遊留左なむありけるまたさるへき人〳〵もゆるさ連之加之止可祢天武祢以堂久奈武和春礼れしかしとかねてむねいたくなむわすれ天待給部与奈止奈越〳〵之宇閑多良飛給て待給へよなとなを〳〵しうかたらひ給人乃於毛比侍良武事乃者川可之幾耳奈武人のおもひ侍らむ事のはつかしきになむ衣幾己衣左寸末之幾止宇良毛奈久以不奈部えきこえさすましきとうらもなくいふなへ
【空蝉】
14右
天人尓志良世波己曽安良女己乃知以左起宇部人て人にしらせはこそあらめこのちいさきうへ人耳徒多部天幾古衣武介之幾毛奈久毛天奈之につたへてきこえむけしきもなくもてなし多末部奈止以比遠幾天可乃奴幾寸部之たまへなといひをきてかのぬきすへ堂留宇寸幾己呂毛越止利天以天太末比奴たるうすきころもをとりていてたまひぬ己君知可久婦之堂留越於己之給部八宇之路こ君ちかくふしたるをおこし給へはうしろ女堂宇於毛比徒ゝ祢介礼八不止於止呂 奴めたうおもひつゝねけれはふとおとろ ぬ止越也遠良遠之安久留尓老多留己多知能とをやをらをしあくるに老たるこたちの己恵尓天堂曽止於止呂〳〵志久止不王川良こゑにてたそとおとろ〳〵しくとふわつら者之久天末路曽止以不夜奈可尓己八奈楚はしくてまろそといふ夜なかにこはなそ
【空蝉】
14左
安利可世給止左可之加利天止左満部久以止尓ありかせ給とさかしかりてとさまへくいとに久ゝ天安良寸古ゝ毛止部以徒留曽止天君遠ゝくゝてあらすこゝもとへいつるそとて君をゝ志以天堂天万徒留尓暁知可起月久万奈久しいてたてまつるに暁ちかき月くまなく佐之以天ゝ布止人乃可希三衣介礼八又於者さしいてゝふと人のかけみえけれは又おは寸留八堂楚止ゝ婦民部
少輔イ
乃遠毛止奈女利遣
するはたそとゝふ民部
少輔イ
のをもとなめりけ
志宇八安良奴遠毛止能堂計多知可奈登以不しうはあらぬをもとのたけたちかなとい堂計多可幾人乃川祢尓王良者留ゝ遠以不奈利たけたかき人のつねにわらはるゝをいふなり介利於以人己礼遠川良祢天安利幾介留止於毛比けりおい人これをつらねてありきけるとおもひ天以満多ゝ以末立奈良比多満比奈武止以不〳〵ていまたゝいま立ならひたまひなむといふ〳〵
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【空蝉】
15右
王礼毛己乃止与里以天ゝ久王比之気礼登われもこのとよりいてゝくわひしけれと衣者多遠之可部左天王多止乃ゝ久知尓可比えはたをしかへさてわたとのゝくちにかひ曽比天加久礼堂知給部連八己乃遠 止左之そひてかくれたち給へれはこのを とさし与利天遠毛止八今夜八宇部尓也左不良比給 留よりてをもとは今夜はうへにやさふらひ給 る遠止ゝ比与利者良遠也三天以止王利奈介をとゝひよりはらをやみていとわりなけ者志毛尓侍徒留遠人寸久奈奈利止 女之はしもに侍つるを人すくななりと めし志可者与部末宇乃本利志可止猶衣堂不末之しかはよへまうのほりしかと猶えたふまし久止奈武宇連不以良部毛幾可天安奈者良〳〵くとなむうれふいらへもきかてあなはら〳〵以満幾己衣无止天過奴留尓可羅宇之天以天いまきこえんとて過ぬるにからうしていて
【空蝉】
15左
堂末不奈越可ゝ流安利幾八可呂〳〵之久安也たまふなをかゝるありきはかろ〳〵しくあや宇加利介利止以与〳〵於本之己里奴部之小君うかりけりといよ〳〵おほしこりぬへし小君御車乃志利尓天二條院耳於八之 之奴御車のしりにて二條院におはし しぬ安利左満乃多末比天遠左奈可利介 止安者ありさまのたまひてをさなかりけ とあは女給天可乃人乃心遠徒万八之幾越志徒ゝ宇良め給てかの人の心をつまはしきをしつゝうら見給不以止遠之宇天物毛幾己衣須以登不み給ふいとをしうて物もきこえすいとふ可宇尓久三給部可女連八身毛宇久於毛比者天かうにくみ給へかめれは身もうくおもひはて奴奈止可与曽尓天毛奈徒可之幾以良部八可利八ぬなとかよそにてもなつかしきいらへはかりは志多末不末之幾以与乃春計尓於止利遣留身したまふましきいよのすけにおとりける身
【空蝉】
16右
己曽奈止心徒幾奈之止思比天乃多末不安利こそなと心つきなしと思ひてのたまふあり徒留古宇知幾越左寸可尓御楚能志多尓比幾つるこうちきをさすかに御そのしたにひき以連天於本止乃己毛礼利己幾三遠御末部尓いれておほとのこもれりこきみを御まへに布勢天与呂徒尓宇良三加徒八可多良比太末不ふせてよろつにうらみかつはかたらひたまふ安己八羅宇太介礼止川良幾遊可里尓古曽衣あこはらうたけれとつらきゆかりにこそえ於毛比者川末之介礼止末女也可尓乃多末不おもひはつましけれとまめやかにのたまふ遠以止王比之止思比堂利志八之宇知也寸三をいとわひしと思ひたりしはしうちやすみ給部止祢良連給者寸御寸ゝ里以曽幾女給へとねられ給はす御すゝりいそきめ之天佐之者部堂留御不三尓波安良天堂ゝ天してさしはへたる御ふみにはあらてたゝて
【空蝉】
16左
奈良比乃屋宇尓加幾寸左三給不ならひのやうにかきすさみ給ふ
宇徒世三能身越可部天気留木乃毛止尓うつせみの身をかへてける木のもとに
奈越人可良乃奈徒可之幾可奈止加幾給部留越なを人からのなつかしきかなとかき給へるを布止己呂尓比幾以連天毛多利可乃人毛以可ふところにひきいれてもたりかの人もいか尓於毛者武止以止越之介礼止閑多〳〵於本之におもはむといとをしけれとかた〳〵おほし可遍之天御己止川気毛奈之可乃宇寸幾奴八かへして御ことつけもなしかのうすきぬは己宇知幾乃以止奈徒可之幾人加耳志女留越こうちきのいとなつかしき人かにしめるを身知可久奈良之天三為給部利己幾三加之身ちかくならしてみゐ給へりこきみかし古尓以幾多連八安祢君末知徒介天以三之こにいきたれはあね君まちつけていみし
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【空蝉】
17右
久乃多末不安左末之加里之尓止可久末起良くのたまふあさましかりしにとかくまきら者之天毛人乃於毛者武事左利所奈幾尓はしても人のおもはむ事さり所なきに以止奈武王利奈幾以止可宇心於左奈幾心者部いとなむわりなきいとかう心おさなき心はへ遠可川八以可尓於保寸良武止天者川加之免をかつはいかにおほすらむとてはつかしめ給不比堂利見幾尓久流之久於毛部登可乃給ふひたりみきにくるしくおもへとかの御天奈良比止利以天堂利左寸可尓止利天見御てならひとりいてたりさすかにとりて見堂末不可乃毛奴計遠以可尓伊勢遠乃安万能たまふかのもぬけをいかに伊勢をのあまの志本奈礼天也奈止思不毛堂ゝ奈良寸以止与しほなれてやなと思ふもたゝならすいとよ路徒尓三多礼天尓之乃君毛物者川可之幾心ろつにみたれてにしの君も物はつかしき心
【空蝉】
17左
知之天王多利給尓介利又志留人毛奈幾事ちしてわたり給にけり又しる人もなき事奈礼八人志連須宇知奈可女天井堂利己君乃なれは人しれすうちなかめてゐたりこ君の王多利安利久尓徒介天武祢乃三不多加礼登わたりありくにつけてむねのみふたかれと御世宇曽己毛奈之安左末之止思比宇留加多毛御せうそこもなしあさましと思ひうるかたも奈久天左礼堂留心知尓物安者礼奈留部之なくてされたる心ちに物あはれなるへし川連奈幾人毛左己曽志川武連止以止安左八つれなき人もさこそしつむれといとあさは可尓毛安良奴御気之幾遠安里之奈可良能かにもあらぬ御けしきをありしなからの我身奈羅者止止利可部寸物奈良祢止志我身ならはととりかへす物ならねとし乃比加多介礼八己乃御多ゝ宇 美乃可多徒のひかたけれはこの御たゝう みのかたつ
【空蝉】
17左
加多耳かたに
宇徒世見乃者尓遠久露乃木可久礼帝うつせみのはにをく露の木かくれて
志乃比〳〵尓奴留ゝ袖可那しのひ〳〵にぬるゝ袖かな
此一帖雖非無斟酌頻所望之間不獲止呵凍硯染禿筆矣
延徳第二載臘月中澣（花押）
三九
